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こ
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ば
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こ
と
ば

写
真
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こ
と
ば

写
真
の
こ
と
ば

今
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の

内

容

今
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の

内

容

今

月

の

内

容

今

月

の

内

容

スポーツの秋を迎え、市内では９月１７日の忍地区

を皮切りに、計１５地区で体育祭が開催されました。

１０月８日、第１回南河原地区体育祭が南河原中学

校で行われました。パン食い競争や玉入れ、三種混合

リレーなどは風の影響で競技の難易度が上がり、選手

たちは大苦戦。笑いと歓声が入り混じる中、全１７種

目で熱戦が繰り広げられました。

安全で安心して暮らすことができる

地域社会の実現にむけて……………２～３

金婚夫婦１５１組を祝福……………４～５
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防
犯
に
対
す
る
意
識
の
啓
発

○
犯
罪
情
報
、
防
犯
情
報
の
提
供

○
被
害
防
止
教
育
の
推
進

市
民
等
、
事
業
者
お
よ
び
土
地
建
物
所
有
者

等
に
よ
る
自
主
的
な
防
犯
活
動
に
対
す
る
支
援

○
地
域
に
お
け
る
防
犯
活
動
の
推
進

○
地
域
リ
ー
ダ
ー
の
養
成

○
事
業
者
お
よ
び
土
地
建
物
な
ど
に
お
け
る

防
犯
対
策
の
推
進
と
地
域
活
動
へ
の
参
加

防
犯
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
的
と
す
る
環
境

の
整
備

○
道
路
な
ど
公
共
空
間
の
防
犯
性
の
向
上

○
空
地
、
空
家
な
ど
の
防
犯
性
の
向
上

そ
の
他
こ
の
条
例
の
目
的
を
達
成
す
る
た

め
に
必
要
な
施
策

○
児
童
･
生
徒
に
対
す
る
防
犯
教
育
の
充
実

○
学
校
を
中
心
と
し
た
安
全
へ
の
取
り
組
み

の
強
化

今
年
７
月
か
ら
、
行
田
さ
く
ら
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
「
青
色
回
転
灯
付
パ

ト
ロ
ー
ル
車
」
１
台
に
よ
る
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
よ
り
防
犯
効
果
の

向
上
を
図
る
た
め
、
既
存
の
公
用
車
３
台
を

「
青
色
回
転
灯
付
パ
ト
ロ
ー
ル
車
」
と
し
て
仕

様
変
更
し
、
10
月
か
ら
は
合
計
４
台
体
制
で
巡

回
パ
ト
ロ
ー
ル
を
開
始
し
ま
し
た
。

下
校
時
の
通
学
路
を
中
心
に
、
侵
入
盗
な
ど

の
発
生
現
場
周
辺
を
広
域
的
に
パ
ト
ロ
ー
ル
し

て
い
ま
す
。

今
年
９
月
か
ら
、「
浮
き
城
の
ま
ち
安
全
・

安
心
情
報
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
」と
称
し
て
、

市
内
で
発
生
し
た
不
審
者
情
報
な
ど
を
あ
ら
か

じ
め
登
録
し
て
い
た
だ
い
た
方
の
携
帯
電
話
や

パ
ソ
コ
ン
へ
Ｅ
メ
ー
ル
で
配
信
し
、
よ
り
早
い

段
階
で
情
報
を
伝
え
る
こ
と
で
、
地
域
の
防
犯
･

防
災
に
関
す
る
意
識
の
高
揚
を
促
し
、
安
全
安
心

の
一
助
と
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
し
た
。

2

主
な
取
り
組
み

青
色
回
転
灯
付
パ
ト
ロ
ー
ル
車
に

よ
る
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル

１

安
全
･
安
心
情
報
メ
ー
ル

配
信
サ
ー
ビ
ス

２お知らせする情報
「犯罪･不審者情報」gyoda.bouhan@mpme.jp

・こども・女性を狙った犯罪情報

・侵入盗・街頭犯罪情報

・振り込め詐欺などの知能犯罪情報ほか

「火災情報」gyoda.kasai@mpme.jp

・火災発生･鎮火情報

※「浮き城のまち緊急情報」

http://www2.tvg.ne.jp/History.asp

とリンクします。

・火災予防情報

市内巡回に出発する青色回転灯付パトロール車

市
で
は
、
平
成
18
年
３
月
に
『
行

田
市
防
犯
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
条

例
』
を
制
定
し
、
現
在
、
防
犯
意
識

の
高
揚
お
よ
び
防
犯
活
動
の
推
進
に

努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
基
本
理

念
と
し
て
、「
防
犯
の
ま
ち
づ
く
り

は
、
市
、
市
民
等
、
事
業
者
及
び
土

地
建
物
所
有
者
等
の
自
ら
の
地
域
は

自
ら
で
守
る
と
い
う
連
帯
意
識
の
下

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
分
担
し
、

密
接
な
連
携
を
図
り
な
が
ら
協
働
す

る
こ
と
に
よ
り
、
自
主
的
な
防
犯
活

動
が
積
極
的
に
推
進
さ
れ
る
地
域
社

会
の
実
現
を
目
的
と
し
て
行
う
も
の

で
す
」
と
規
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、
防
犯

の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

「
行
田
市
防
犯
の
ま
ち
づ
く
り
基
本

方
針
」
を
決
め
、
次
に
掲
げ
る
施
策

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
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登
録
手
順
は
、

①
携
帯
電
話
ま
た
は
パ
ソ
コ
ン
か
ら
希
望
す
る

情
報
の
右
記
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス（
半
角
英
数
）

へ
空
メ
ー
ル
を
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。（
２

つ
と
も
希
望
の
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
登
録
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
）

②
「
登
録
の
ご
案
内
」
メ
ー
ル
が
返
信
さ
れ
ま

す
の
で
、
表
示
さ
れ
て
い
る
利
用
者
登
録
用

Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。（
メ

ー
ル
の
着
信
拒
否
設
定
を
さ
れ
て
い
る
方

は
、
ド
メ
イ
ン
「m

p
m
e
.jp

」
お
よ
び

「c
ity.g

yo
d
a
.lg
.jp

」
が
受
信
で
き
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
）

③
登
録
画
面
が
表
示
さ
れ
た
ら
、
必
要
項
目
に

回
答
・
入
力
す
る
と
登
録
で
き
ま
す
。

④
登
録
が
完
了
す
る
と
、「
登
録
完
了
の
お
知

ら
せ
」
メ
ー
ル
が
届
き
ま
す
。

※
返
信
メ
ー
ル
が
届
か
な
い
場
合

３
分
以
内
に
返
信
メ
ー
ル
が
届
か
な
い
場
合

は
、「m

p
m
e
.jp

」
か
ら
の
メ
ー
ル
が
受
信
で

き
な
い
設
定
に
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
メ
ー
ル
着
信
拒
否
設
定
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

な
お
、
登
録
料
お
よ
び
情
報
料
は
無
料
で
す

が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
や
Ｅ
メ
ー
ル
の
受

信
な
ど
に
か
か
る
費
用
は
利
用
者
の
負
担
に
な

り
ま
す
。

「
登
録
解
除
」「
登
録
内
容
変
更
」
な
ど
の

詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://w

w
w
.c
ity.g

yo
d
a
.lg
.jp

）
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
防
災
安
全
課
へ
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

子
供
を
狙
っ
た
犯
罪
が
後
を
絶
た
な
い
中
、

特
に
小
学
校
児
童
が
被
害
者
に
な
ら
な
い
よ
う

啓
発
す
る
た
め
、
防
犯
標
語
の
「
い
か
・
の
・

お
・
す
・
し
」
看
板
を
作
製
し
、
市
内
の
小
学

校
へ
設
置
し
ま
し
た
。
日
ご
ろ
の
防
犯
教
育
と

あ
わ
せ
て
、
日
常
的
に
目
に
す
る
こ
と
で
緊
急

時
、
無
意
識
の
う
ち
に
対
応
で
き
る
よ
う
期
待

す
る
も
の
で
す
。

こ
の
「
い
か
・
の
・
お
・
す
・
し
」
と
は
、

「
い
か
」

知
ら
な
い
人
に
は
つ
い
て
い
か
な
い

「
の
」

知
ら
な
い
人
の
車
に
は
の
ら
な
い

「
お
」

お
お
ご
え
で
助
け
を
呼
ぶ

連
れ
て
行
か
れ
そ
う
に
な
っ
た
ら
、
大
声
で

助
け
を
呼
び
ま
し
ょ
う
。

「
す
」

す
ぐ
逃
げ
る

怖
い
目
、
危
な
い
目
に
あ
っ
た
ら
、
近
く
の

家
や
お
店
な
ど
に
す
ぐ
逃
げ
ま
し
ょ
う
。

「
し
」

し
ら
せ
る

友
達
が
連
れ
て
行
か
れ
そ
う
に
な
っ
た
り
、

自
分
が
怖
い
目
や
危
な
い
目
に
あ
っ
た
ら
、
家

の
人
や
警
察
に
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

こ
の
標
語
は
「
い
か
な
い
」「
の
ら
な
い
」

「
お
お
ご
え
を
だ
す
」「
す
ぐ
に
げ
る
」「
し
ら

せ
る
」
と
い
う
５
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
頭
文
字

を
取
っ
た
も
の
で
す
。

平
成
16
年
７
月
か
ら
、
次
の
よ
う
な
内
容
に

つ
い
て
、
高
齢
者
学
級
、
各
種
ク
ラ
ブ
、
自
治

会
、
保
育
園
・
幼
稚
園
・
小
学
校
な
ど
か
ら
の

希
望
に
基
づ
き
出
前
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

○
防
犯
意
識
の
高
揚
を
目
的
に
犯
罪
情
報
な
ど

の
提
供
ほ
か
、
防
犯
対
策
に
つ
い
て
の
講
座

○
子
供
を
犯
罪
か
ら
守
る
た
め
、
児
童
･
生

徒
･
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
対
す
る
防
犯
教
育

○
侵
入
者
が
あ
っ
た
場
合
を
想
定
し
た
防
犯
訓
練

昨
年
度
は
、
61
回
開
催
し
３
千
８
８
４
人
が

受
講
し
ま
し
た
。
今
年
度
も
、９
月
末
現
在
で

14
回
１
千
４
１
３
人
が
受
講
し
て
い
ま
す
。
希

望
す
る
場
合
は
防
災
安
全
課
ま
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

今
年
９
月
、
持
田
地
区
な
ど
で
は
、
防
犯
の

ま
ち
づ
く
り
を
目
的
と
す
る
環
境
の
整
備
の
一

環
と
し
て
、
電
柱
な
ど
に
貼
ら
れ
た
違
反
広
告

の
除
去
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
「
屋

外
広
告
物
適
正
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」（
９
月
１

日
〜
９
月
30
日
）
に
あ
わ
せ
て
、
市
、
警
察
お

よ
び
防
犯
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
会
議
構
成
団
体

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
て

実
施
し
た
も
の
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　

防
災
安
全
課
（
内
線
２
８
３
）

学
童
向
け
啓
発
看
板

「
い
か
・
の
・
お
・
す
・
し
」
の
設
置

３

出
前
防
犯
講
座
の
実
施

４

違
反
広
告
物
の
除
去

５

侵入者を想定した防犯訓練の様子

小学校に設置された啓発看板「いか・の・お・す・し」
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忍
地
区

青
木
　
雅
治
・
好
江

（
北
谷
区
東
町
）

相
川
　
和
夫
・
幸
子

（
二
北
谷
）

安
國
　
晋
・
初
江

（
帯
廓
）

山
口
　
　
一
・
良
子

（
帯
廓
）

新
井
　
和
・
文
子

（
帯
廓
）

加
藤
　
徳
太
郎
・
　
江

（
本
丸
）

安
田
　
三
男
・
幸
江

（
矢
場
）

大
谷
　
保
男
・
巳
代

（
矢
場
）

田
村
　
昇
・
幸
子

（
城
西
）

榊
原
　
貞
義
・
益
代

（
城
西
）

増
田
　
惠
一
・
和
子

（
城
西
）

長
谷
川
　
之
人
・
文
子

（
城
西
）

大
河
原
　
一
浩
・
浩
子

（
田
町
）

杉
原
　
達
男
・
ユ
キ

（
田
町
）

篠
　
　
秀
男
・
恒
子

（
二
天
満
）

青
　
　
欣
吾
・
春
枝

（
二
天
満
）

中
村
　
茂
・
登
美
子

（
六
ツ
門
）

半
田
　
政
司
・
千
津
子

（
城
南
）

行
田
地
区

大
塚
　
清
・
貞
子

（
下
町
）

中
島
　
信
男
・
敏
子

（
中
央
）

村
社
　
健
之
・
千
枝
子

（
中
央
）

佐
間
地
区

清
水
　
啓
二
・
和
子

（
二
旭
）

小
林
　
俊
作
・
ヨ
シ

（
向
町
）

森
　
欣
三
・
美
津
枝

（
向
町
）

山
形
　
七
男
・
ツ
ネ

（
二
佐
間
）

手
島
　
武
雄
・
菊
枝

（
二
佐
間
）

北
岡
　
英
二
・
利
江

（
二
佐
間
）

小
澤
　
源
治
・
澄
子

（
三
間
）

原
口
　
武
二
・
延
江

（
三
間
）

五
十
幡
　
豊
穗
・
文
子

（
大
町
）

持
田
地
区

為
ケ
井
　
宗
吉
・
雪
子
　

（
菅
谷
）

八
木
原
　
朝
男
・
つ
ね
子（
二
持
田
第
二
）

香
　
宏
・
ト
モ

（
二
持
田
第
二
）

小
川
　
浩
一
・
セ
ツ
子
（
二
持
田
第
二
）

齊
藤
　
秀
雄
・
サ
ヨ
子

（
持
田
長
町
）

小
林
　
　
雄
・
フ
ユ

（
駒
形
）

細
谷
　
年
則
・
始
子

（
前
谷
）

村
井

力
春
・
せ
つ
子
（
三
持
田
大
宮
口
）

内
田
　
榮
一
・
正
子

（
三
持
田
東
部
）

青
　
　
政
治
・
は
な
子
（
三
持
田
東
部
）

五
十
嵐
　
重
雄
・
春
枝
（
三
持
田
東
部
）

大
嶋
　
夘
三
郎
・
幸
子
（
三
持
田
西
部
）

星
河
地
区
　

元
島
　
行
雄
・
和
江

（
一
斎
条
）

鈴
木
　
春
三
・
モ
ト

（
一
和
田
）

井
田
　
一
彦
・
静
枝

（
一
谷
郷
）

片
山
　
勇
士
・
美
也
子

（
柳
坪
）

羽
鳥
　
計
治
・
マ
サ
子

（
柳
坪
）

井
桁
　
勇
・
　
う

（
二
谷
郷
新
田
）

羽
山
　
久
一
・
俊
子

（
栄
町
）

小
林
　
栄
一
・
あ
き

（
春
日
）

佐
藤
　
保
善
・
春
江
（
二
谷
郷
東
第
２
）

岡
安
　
久
雄
・
セ
ツ
子

（
東
栄
）

藤
倉
　
幸
三
・
千
枝

（
東
栄
）

根
岸
　
一
榮
・
三
千
代

（
東
栄
）

奥
寺
　
隆
幸
・
和
江

（
小
橋
団
地
）

金
婚
夫
婦
賀
状
贈
呈
者
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

市
で
は
、
今
年
結
婚
50
周
年
を
す
で
に
迎
え

ら
れ
た
ご
夫
婦
、
ま
た
今
年
の
12
月
31
日
ま
で

に
迎
え
ら
れ
る
ご
夫
婦
を
お
祝
い
し
、
賀
状
と

記
念
品
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

９月１７日には南河原地区敬老会が南河原小学校体育館で行われ、
横田市長から同地区の金婚夫婦に賀状と記念品が手渡されました
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長
野
地
区
　

長
谷
川
　
敏
治
・
常
子

（
一
桜
）

田
口
　
繁
夫
・
清
子

（
二
桜
）

小
林
　
一
昭
・
や
ま

（
二
桜
）

西
山
　
善
次
郎
・
晶
子

（
二
桜
）

松
井
　
好
夫
・
友
子

（
二
桜
）

尾
上
　
光
一
・
京
子

（
三
桜
北
部
）

大
谷
　
浩
一
・
秀
子

（
富
士
見
西
部
）

中
村
　
次
郎
助
・
フ
ミ
（
富
士
見
中
央
）

新
井
　
武
・
元
子

（
田
幡
）

小
林
　
東
助
・
芳
子

（
田
幡
）

小
巻
　
英
一
・
て
る
子

（
林
）

岡
田
　
昭
一
・
　
江

（
林
）

小
澤
　
義
雄
・
ム
メ

（
橋
場
）

江
森
　
　
次
・
久
子

（
万
願
）

江
森
　
照
雄
・
ヨ
シ
子

（
白
山
）

須
永
　
文
男
・
あ
や
子

（
大
下
）

平
野
　
明
・
ふ
く

（
大
下
）

三
田
　
子
之
吉
・
フ
ミ

（
堀
の
内
）

星
宮
地
区

新
井
　
秋
好
・
正
子

（
上
池
守
）

新
井
　
明
治
・
キ
ヨ
子

（
上
池
守
）

根
岸
　
一
夫
・
愛
子

（
上
池
守
）

根
岸
　
昌
壽
・
あ
や
子

（
上
池
守
）

木
元
　
伊
男
・
千
代
子

（
上
池
守
）

福
島
　
利
雄
・
良
子

（
上
池
守
）

菊
地
　
茂
雄
・
シ
ヅ

（
皿
尾
）

下
忍
地
区
　

島
田
　
陞
・
智
子

（
下
忍
）

金
井
　
勝
一
・
ま
ち

（
下
忍
）

小
河
原
　
健
一
・
良

（
堤
根
）

鷲
巣
　
正
男
・
わ
か

（
樋
上
）

山
崎
　
利
志
雄
・
ウ
ラ

（
堤
根
）

荒
木
地
区
　

國
嶋
　
萬
藏
・
磨
佐

（
荒
木
第
３
区
）

野
口
　
福
次
郎
・
一
子
（
荒
木
第
４
区
）

古
澤
　
茂
雄
・
初
江

（
荒
木
第
４
区
）

石
田
　
春
男
・
靖
子

（
荒
木
第
５
区
）

秋
山
　
一
夫
・
う
め

（
荒
木
第
６
区
）

石
川
　
好
夫
・
な
つ

（
荒
木
第
７
区
）

坂
橋
　
達
雄
・
は
な

（
荒
木
第
７
区
）

原
口
　
一
幸
・
愛
子

（
荒
木
第
８
区
）

須
加
地
区

杉
山
　
　
平
・
圭
子

（
須
加
第
８
区
）

北
河
原
地
区

田
沼
　
希
一
・
佐
登
子

（
上
）

小
島
　
正
男
・
ち
い
子

（
久
保
）

岩
上
　
浩
・
ト
ク

（
里
前
）

村
田
　
喜
平
・
常

（
天
袋
）

内
　
吉
也
・
哲
子

（
立
野
）

吉
岡
　
文
作
・
き
み

（
立
野
）

関
口
　
保
司
・
常
子

（
久
保
）

大
塚
　
清
・
綾
子

（
酒
巻
下
）

吉
田
　
法
方
・
民
子

（
酒
巻
下
）

埼
玉
地
区
　

岡
村
　
正
雄
・
ハ
ツ
エ

（
片
原
第
二
）

木
村
　
幸
一
・
節
子

（
杉
原
）

金
子
　
金
造
・
し
げ
子

（
富
士
山
西
）

川
　
　
一
男
・
と
も
江

（
富
士
山
東
）

池
田
　
三
郎
・
登
志
子

（
野
宿
）

松
本
　
悦
夫
・
さ
く

（
野
中
）

松
本
　
信
一
・
ち
よ
子

（
野
中
）

田
島
　
正
一
・
み
よ

（
野
谷
端
）

宮
　
　
金
男
・
ま
さ

（
渡
柳
上
）

小
巻
　
喜
一
郎
・
き
よ
子

（
渡
柳
下
）

太
田
地
区
　

高
橋
　
勝
治
・
貞
子

（
若
小
玉
勝
呂
）

森
田
　
祐
司
・
米
子

（
若
小
玉
勝
呂
）

柿
沼
　
利
一
・
ス
ミ
子
（
若
小
玉
勝
呂
）

鈴
木
　
正
男
・
ま
　
子
（
若
小
玉
中
央
）

柴
　
　
　
二
・
き
み

（
若
小
玉
南
）

内
田
　
一
也
・
郁
子
（
若
小
玉
六
本
木
）

金
子
　
　
・
冨
美
子
（
若
小
玉
六
本
木
）

時
田
　
二
郎
・
千
枝
子

（
下
須
戸
）

新
井
　
忠
宏
・
明
子

（
下
須
戸
）

長
谷
見
　
善
房
・
き
よ

（
下
須
戸
）

時
田
　
幸
之
助
・
シ
ヅ

（
下
須
戸
）

松
本
　
昭
次
郎
・
清
子

（
下
須
戸
）

長
谷
部
　
一
夫
・
元
子

（
小
針
）

渋
沢
　
榮
・
芳
子

（
小
針
）

藤
間
　
信
幸
・
マ
サ

（
藤
間
）

鈴
木
　
登
喜
男
・
敏
子

（
藤
間
）

川
島
　
清
一
・
ひ
ろ
子
（
藤
原
町
東
部
）

三
木
　
常
男
・
和
江

（
藤
原
町
南
部
）

太
井
地
区
　

小
澤
　
誠
治
・
芳
子

（
棚
田
）

佐
竹
　
繁
男
・
正
子

（
棚
田
）

稲
垣
　
豊
治
・
登
喜
子

（
西
新
町
）

清
水
　
正
路
・
ち
と
せ

（
西
新
町
）

松
村
　
秋
雄
・
悦
子

（
西
新
町
）

並
木
　
登
・
信
子

（
西
新
町
）

増
田
　
實
・
君
江

（
清
水
町
）

金
子
　
孝
雄
・
シ
ン

（
門
井
）

田
代
　
一
夫
・
芳
子

（
第
三
門
井
）

南
河
原
地
区
　

今
村
　
和
夫
・
よ
し
い

（
一
区
）

鈴
木
　
養
平
・
喜
代
子

（
一
区
）

吉
野
　
六
郎
・
茂
子

（
三
区
南
）

吉
野
　
清
一
・
な
か

（
三
区
北
）

石
渡
　
兵
四
郎
・
玄
子

（
犬
塚
）

加
藤
　
三
郎
・
昭
代

（
犬
塚
）

赤
羽
　
孝
一
・
君
子

（
犬
塚
）

栗
原
　
延
雄
・
ミ
ナ

（
馬
見
塚
）

鈴
木
　
繁
夫
・
道
子

（
馬
見
塚
）

金
子
　
圭
三
・
た
け

（
馬
見
塚
）

小
林
　
三
郎
・
喜
代
子

（
馬
見
塚
）

▼
問
い
合
わ
せ

高
齢
者
福
祉
課
高
齢
福

祉
担
当
（
内
線
２
２
３
）

いつまでもお元気で
市内にお住まいの高齢者の状況についてお知

らせいたします。（平成１８年９月３０日現在）

最高年齢 ‥‥‥‥１０７歳（女性）

１００歳以上‥‥‥９人（男性３人・女性６人）
人口比 ‥‥‥‥‥０.０１%

７５歳以上‥‥‥‥７,８０９人
（男性２,８４８人・女性４,９６１人）

人口比 ‥‥‥‥‥８.６９%

６５歳以上‥‥‥‥１７,１６１人
（男性７,３６０人・女性９,８０１人）

人口比 ‥‥‥‥‥１９.０９%
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・

調査票への記入・回収に際しましては

お忙しいところご協力いただきありがと

うございました。

集計した結果はこれからのまちづくり

に生かしてまいります。

問い合わせ 企画政策課統計担当（内

線３１０）

一度きりの人生、自分らしさを生かして輝いていられたら、すてき

だと思いませんか。原田さんのお話を通して、健康で輝いた人生を送

るための秘訣
ひけつ

を考えてみましょう。

日時 １２月９日（土）午後１時３０分～　 場所 南河原公民館

テーマ「自分らしさを輝きにするために―健康寿命をのばそう―」

講師 原田壽子さん（立正大学教授) 入場無料 その他 ひと

とき保育（２歳以上の未就学児の保育・無料）を行います。希望され

る方は、11月２８日（火）までに申し込みください。 問い合わせ

企画政策課男女共同参画担当（内線３１２）

男女共同参画講演会 ご協力ありがとうございました
平成１８年事業所

・企業統計調査

医療費助成制度の受給資格登録はお済みですか

・この制度は、保険外(予防接種･定期検診など) および他の制度(公費負担医療・災害共済給付制度など)に該当するものは対象となりません。
・窓口払い無料化は、市内医療機関などの窓口に健康保険証と医療費受給資格証を提示することにより受けられます。
問い合わせ 保険年金課医療担当（内線２２６・２２７）

制度名　 対象者と助成内容 手続きに必要なもの 受　給　資　格

子ども医療費

１５歳に達する日以後の最初の３月
３１日(外来は小学校就学前)までの子
どもにかかる医療費の一部負担金およ
び食事療養標準負担額

・健康保険証(お子さんの
名前が載っているもの)
・預金通帳(郵便局以外で
保護者名義のもの)
・印鑑

出生日または転入日から
※入院のみの対象者(小・中学生)は、必要と
なったときの手続きで対応可能です。

重度心身障害者

医療費

・身体障害者手帳１級～３級の方
・療育手帳 A ･A･Bの方
・６５歳以上で老人保健の障害認定を
受けた方
上記の方の医療費の一部負担金

・障害者手帳
・健康保険証
・預金通帳(郵便局以外)
・印鑑
・老人保健医療受給者証
(６５歳以上の方)

申請された月の初日から
ただし
①障害者手帳が新規で交付された場合は、
交付された月の初日　
②転入されてから１５日以内であれば転入日　
③老人保健法の障害認定を受けた場合は認定日

ひとり親家庭等

医療費

母子家庭・父子家庭・養育者家庭・父また
は母に一定の障害のある親と子(１８歳に達し
た年度の末日まで。ただし、一定の障害があ
る児童は２０歳未満)の医療費の一部負担金(市
民税課税の場合、自己負担金があります)

・健康保険証
・預金通帳(郵便局以外)
・印鑑

申請日から
※ 所得制限あり
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本市には、古代から現代に至るまで連綿と受け継がれた歴
史を背景に、自然や歴史などに関する景観資源が数多く存在
しています。
これら資源の掘り起こしにより、行田市の魅力を市内外に

広く発信し、景観まちづくりへの気運を高めていこうと「浮
き城のまち景観賞」を昨年度創設しました。
つきましては、今年度も下記のとおり作品を募集しますの

で、皆さんの積極的な応募をお待ちしています。
募集期間 １１月１日（水）～１２月２０日（水）
応募対象 市内に所在する建築物等※で、現に使用されて
いるもの。完成年度は問いません。ただし、国、埼玉県お
よび行田市の公共施設や、法令などに違反したものは除き
ます。※建築物等…家、店舗、門塀、石垣、煙突など
応募資格 どなたでも応募できます。自薦・他薦は問いま
せん。なお、他薦による場合は、審査前に持ち主の方に連
絡します。

応募方法
①応募用紙（市役所・公民館などに設置）に必要事項を記
入のうえ、カラー写真を貼り付けて郵送または持参。
②応募用紙を市ホームページからダウンロードし、必要事
項を入力のうえ画像データを貼り付けメール送信。

応募作品の有効期間 ３年間有効。応募写真の差し替え、
再ノミネートも可能。
審査 「行田らしさ」「自然とやすらぎ」「美しいまちづく
り」の３つの視点から審査委員会が審査し、景観賞にふさ
わしい作品を選定します。
表彰 平成１９年３月（予定）※受賞作品については市報
や市ホームページなどで公表します。
応募先 まちづくり推進課「浮き城のまち景観賞作品募集」
担当まで Ｅメール machi@city.gyoda.lg.jp ※応募者
にはもれなく記念品を差し上げます。奮って応募ください。
問い合わせ まちづくり推進課計画係（内線３５５・３５９）

平
成
17
年
度
受
賞
作
品

『
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
部
門
』

『
行
田
ら
し
さ
部
門
』

満る岡満る岡 満る岡 高澤邸 満る岡 高澤邸高澤邸 高澤邸 

火災期を前に消防団特別点検と
放水訓練を行います

行田市消防団（田代昌克消防団長）では、秋冬の
火災期を迎え、団員の士気の高揚と団結を図るため
「特別点検」ならびに「表彰式」を行います。
また、当日は、午前１１時１０分ごろから水城公

園内においておよそ２０分にわたり放水訓練を行い
ますので、皆さんのご協力をお願いします。

〈特別点検ならびに表彰式〉
日時 １１月１９日（日）午前９時～
場所 水城公園駐車場（市民体育館跡地駐車場）

〈放水訓練〉
日時 １１月１９日（日）午前１１時１０分ごろ～
場所　水城公園　 内容 ○消防ポンプ車の一斉
放水訓練　○防災ヘリコプターによる空中消火訓練
お願い 当日は、訓練会場近隣にお住まいの方は、
洗濯物などを屋外に出さないようお願いします。ま
た、訓練の実施に伴い、会場周辺では午前１０時から
正午まで水城公園内道路（コ
ミュニティセンターみずしろ
から忍・行田公民館まで）は
通行止めになります。
問い合わせ 消防本部総務
課 ５５６―３００５

秋季全国火災予防運動
『消さないで あなたの心の 注意の火』

１１月９日（木）から１５日（水）ま
での７日間、全国一斉に秋の火災予防
運動が実施されます。
これは火災が発生しやすい時季を迎

えるに当たり、市民の皆さんに火災予
防に対する認識を深めていただき、尊
い生命や、大切な財産を火災から守る
ための運動です。
本市では平成１７年中、火災は３５

件発生しましたが、今年は１０月２２
日現在すでに３９件と多発していま
す。皆さん一人ひとりが火災を発生さ
せないように注意してください。

【重点目標】
①住宅防火対策の推進
②放火火災・連続放火火災予防対策の
推進
③特定防火対象物等における防火安全
対策の徹底
次の３つの習慣と、４つの対策を実

践して、火災の発生を防ぐとともに、
万が一火災が発生した場合には被害の

軽減を図ってください。

『住宅防火　
いのちを守る　７つのポイント』

３つの習慣
○寝たばこは、絶対やめる。
○ストーブは、燃えやすいものから離
れた位置で使用する。
○ガスこんろなどのそばを離れるとき
は、必ず火を消す。
４つの対策
○逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災
警報器などを設置する。
○寝具や衣類からの火災を防ぐため
に、防炎品を使用する。
○火災を小さいうちに消すために、住
宅用消火器等を設置する。
○お年寄りや身体の不自由な人を守る
ために、隣近所の協力体制をつくる。

問い合わせ 消防本部予防課 ５５
６―３００５
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中小企業向け融資制度をご利用ください
市では中小企業の経営支援のため、事業を行ううえで必要な運転・設備資金の融資をしています。融資の実行は、申し込み後開催

の審査会による承認を受けたのち、提携金融機関からとなりますのでご注意ください。

※利率は半年ごとに見直しを行っています。
※提携金融機関からの融資となりますので、金融機関とよくご相談のうえ申し込みください。
※返済にあたっては、所定の利子のほかに埼玉県信用保証協会への保証料が必要となります。
問い合わせ 商工観光課振興係（内線３８４）

労働保険料（労働保険・雇用保険）の第三期
分の納期限は１１月３０日（木）です。
納付書については納期限の１０日前ごろ、事

業場あてに送付しますので、最寄りの金融機関
で納付をお願いします。
問い合わせ 埼玉県労働局総務部労働保険徴
収課適用係 ０４８―６００―６２０３

市内の施工業者を利用して個人所有住宅の改修工事を行った場
合、市では、その工事費の一部を補助しています。

申し込み 必要書類をご用意のうえ、商工観光課へ持参してください。
問い合わせ 商工観光課振興係（内線３８４）

事業主の皆さんへ　
労働保険からのお知らせ

個人所有住宅の改修資金を補助します

発売日 １２月１日（金）午前１０時～(完売次
第終了) 利用期間 １２月１日（金）～平成１９
年２月２８日（水） 発売単位 １万円（１,０００
円券１０枚＋プレミアム分１枚の合計１１,０００
円分） 購入限度額 １人１０万円 (ただし、１８
歳以上の方) 発行額 ７,７００万円　 利用で
きる店 プレミアム付き共通商品券取扱参加加
盟店（ポスター掲示） 利用できない商品 自
動車、商品券、ビール券、図書券、切手、印紙、
プリペイドカードなどの換金性の高いもの　
商品券発売所 行田商店協同組合事務所（商工
センター３階） 販売時間 午前１０時～午後４
時（予約不可） 発行団体 行田商店協同組合
問い合わせ 行田市商店会連合会および同協
同組合 ５５６―８００３

プレミアム付き共通商品券

対象となる方　

・市内在住の方

・改修工事を行う住宅の所有者で、かつ現在居住している方

・市税を完納している方

・市が実施する他の同様の補助金や助成金を受けていない方

対象となる

工　　　事

・住居部分に関する修繕、改装工事

・消費税を除く工事費が２０万円以上の工事

・市内業者が行う工事

補 助 金 額 消費税を除く工事費の５％相当額（上限１０万円）

必 要 書 類

①申請書　　　　　　　②納税証明願　　

③住民票　　　　　　　④工事見積書(写)

⑤現場写真　　　　　　

⑥固定資産税課税明細書（写）またはそれに準じるもの

そ の 他

・必ず工事着工前に申請してください。

（工事着工後または完了済の方の補助はできませんのでご注

意ください）

・制度のご利用は住宅一棟につき1回限りとなります。

・予算の範囲内での補助となりますので、年度途中で終了す

る場合があります。

制度名

小口事業資金

特別小口

事業資金

商工業振興資金

中小企業経営

近代化振興資金

対象名

１.  市税完納者
２.  市内で６カ月以上同一事業を営
んでいる法人・個人の中小企業者

１.  市税完納者
２.  市内で１年以上同一事業を営ん
でいる法人・個人で、小規模企業者
にあたる中小企業者
３.  市民税の所得割または法人税割
が課税されていること

１.  市税完納者
２.  市内で２年以上同一事業を営ん
でいる法人・個人の中小企業者

１.  市税完納者
２.  市内で２年以上同一事業を営ん
でいる中小企業者または中小企業者
で組織された組合

保証人

・個人は１人以上
・法人は代表者を含
む２人以上

保証

埼
玉
県
信
用
保
証
協
会
の
保
証

必
要
に
応
じ
て

締切日

毎
月
５
日
（
休
日
の
場
合
、
翌
開
庁
日)

随
　
時

提携金融
機関

市
内
銀
行
・
信
用
金
庫
の
各
行
田
支
店

商
工
中
金
　

熊
谷
支
店

申込先

商
工
観
光
課

不要

・個人は1人以上
・法人は代表者１人
と当該法人に関係の
ない者１人以上

・個人は１人以上
・法人は代表者を含
む２人以上

貸付限度額

１,０００万円

１,０００万円

１,０００万円超
～１,５００万円

２,０００万円

資金使途

運転

設備

運転

設備

運転

設備

運転

設備

利率（年）

１.７５％

１.７５％

１.６５％

長期プライム

レートから

ー１.００％

担保

不要

不要

必要に
応じて

必要に
応じて

期間

５年以内
(据置６カ月以内)

７年以内
(据置１年以内)

５年以内
(据置６カ月以内)

７年以内
(据置１年以内)

５年以内
(据置１年以内)

１０年以内
(据置１年以内)

１年以上５年以内
(据置６カ月以内)

１年以上７年以内
(据置６カ月以内)

（平成１８年１０月１日現在）
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県では、ひとり親家庭の児童が中学校へ入学すると
き、就学支度金を支給しています。次に該当する方は、
１２月２８日（木）までに市役所子育て支援課へ申請し
てください。
なお、申請期限を過ぎると、支給されませんのでご

注意ください。
対象 母子家庭の母、父子家庭の父または父母のな
い児童を養育している方で、平成１９年４月に中学校
へ就学する児童を扶養している市町村民税非課税世
帯の方（ただし、生活保護受給世帯を除く)
支給額 １０,０００円
申請方法 １２月２８日（木）まで市役所子育て支援
課で申請書を配布・受付します。なお、申請には振
り込み金融機関が証明できるもの（通帳など）の提
示が必要です。
問い合わせ 市役所子育て支援課（内線２６２）また
は県子育て支援課児童手当・母子福祉担当 ０４８―
８３０―３３３７

ひとり親家庭児童就学支度金
支給制度をご利用ください

農業に係る所得の申告方法は、平成１８年分の申告
（平成１９年２月中旬～３月１５日に申告するもの）か
ら、すべての農業所得者の方がご自身で収入金額から
必要経費を差し引いて計算する「収支計算」による申
告へ移行されます。
これまで、農業所得を申告する際「経費目安割合」

を選択していた方で、市から「農業所得のお知らせ」
が送付されていた方は、今年からこの「お知らせ」は
送付されませんので、申告期間の始まる前までに平成
１８年１月から１２月までの農業所得にかかる収入金
額、必要経費の各状況について出荷伝票・領収書などを
参考にして事前にまとめておいてください。
また、農業所得の申告方法が「収支計算」による申告

へ完全移行されることに伴い、市から各農家組合などを
通して「農業所得に関するお尋ね」が送付された方は、
ご提出いただきますようお願いします。
問い合わせ 税務課市民税係（内線２３１・２３２）

農業所得の申告について

里親を募集しています

子どもが健やかに成長するためには、温かい愛情にあふれ
た家庭が必要です。しかし、親の病気や死別、離婚、虐待な
どのさまざまな事情により、家庭で生活できない子どもたち
が増えています。
里親制度は、こうした子どもたちを里親の家族の一員とし

て迎えて、温かい愛情と落ち着いた家庭環境の中で育ててい
ただくものです。県内には約１５０人の子どもたちが児童相
談所を通して、里親の家庭で暮らしています。しかし、残念
ながら里親に登録していただける方が年々減少しています。
そこで児童相談所では里親になっていただける方を広く求め
ています。
里親になっていただくには特別な資格は必要ありません

が、里親に望まれることは、
①子どもに理解をもち、養育に対する熱意と豊かな愛情をも
っていること。
②心身とも健康で、子どもの養育にふさわしい年齢であること。
③子どもの養育に支障のない程度に、収入および住居のゆと
りがあり、健全で明るい家庭生活が営まれていること。
などです。
里親には、養育費や医療費などは公費で支給されます。ま

た、児童相談所や里親会による里親同士の情報交換や研修な
ど、一人ひとりの里親を支援していく体制が整っています。
新たな家庭を求めている子どもたちが、血縁はなくとも互

いに信じ合える温かい家庭で、健やかに成長していけるよう、
今、たくさんの里親が求められています。
問い合わせ　子育て支援課子育て支援担当（内線２６３）ま
たは熊谷児童相談所里親担当 ５２１―４１５２

税務課臨時職員募集

勤務期間 平成１９年１月１５日（月）～３月３０日（金）
勤務時間 午前８時３０分～午後５時　 勤務場所 市役所
税務課　 勤務内容 税申告事務の補助（書類整理など）
募集人員 ７人　 年齢　２０歳ぐらい～４５歳ぐらい　 時
給　７５０円　 申し込み 市販の履歴書（写真貼付）に必要
事項を記入のうえ、１２月１５日（金）までに人事課へ持参し
てください。申し込み後、面接のうえ採用します。 問い合
わせ 人事課（内線２０８）または税務課（内線２３２）
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保 健 案 内
保健センター　Tel.553－0053／Fax.555－2551

・診療科目……内科、小児科、外科　

・診療時間……午前１０時～午後５時

＊医療機関が変更されることがありますので、事前に問い合わせください。

・行田中央総合病院 ５５３－２０００

・壮幸会行田総合病院　 ５５２－１１１１

◇夜間などの急病やけがで受診できる医療機関を知りたいとき

・行田市消防署　 ５５６－３００５

・埼玉県救急医療センター　 ０４８－８２４－４１９９

休日急患診療
期　　　日 医療機関名

１１月１９日（日）

１１月２３日（木）
壮幸会行田総合病院　

行田中央総合病院１１月２６日（日）

期　　　日

１２月 ３日（日）

医療機関名

１２月１０日（日）

基本健康診査（予約制）

巡回不妊相談
日　　時 １１月２５日（土）午後１時３０分～５時
場　　所 中央公民館第1学習室
内　　容 ①医師による講話「不妊治療について」

②集い（治療体験者と専門家を交えた話し合い）
③個別相談（①②とは別に予約が必要）

費用無料
定　　員 ３０人（ただし個別相談は６人、いずれも申し込み順）
申し込み 埼玉県看護協会 ０４８－８２４―８１２２
問い合わせ 埼玉県看護協会 ０４８－８２４―８１２２

県福祉部こども安全課母子保健担当
０４８－８３０―３５６１

集団健診
期　　日 １２月４日（月）・１３日（水）
場　　所 保健センター（定員になり次第締め切ります）

個別健診
平成１９年２月２８日（水）まで受診できますので、各

医療機関に申し込みください。なお、受診券が必要となり
ますので、お持ちでない方は保健センターへ問い合わせく
ださい。
今年度のレディース検診の受け付けは終了しました。

こころの相談
ご希望の方は事前に電話で申し込みください。
期　　日 １２月７日（木）・１４日（木）

・対象者以外（平成１８年７月３１日以前に生まれて生後６月に達するまで
の間の子）でまだ受けていないお子さんはこの機会に受けてください。
・生後６月に達するまでに医学的に接種が不適当であると医師が判断し
た乳児（心臓血管系、腎臓疾患、肝臓疾患、血液疾患および発育障害
などの疾患を有する者など）について、医師による医学的判断がなさ
れ1歳に達するまでにBCG接種が可能な場合は保健センターへご連絡
ください。

BCG予防接種

受付時間 午後１時３０分～２時２０分
場　　所 保健センター　　
持 ち 物 母子健康手帳

１１月２０日（月） 平成１８年８月１日～１５日生まれ

１２月 ５日（火） 平成１８年８月１６日～３１日生まれ

期　　日 対　象　者

保健センターの各種相談と催し ＊会場は保健センター 

名　　称 対　象　者 期　　日 時　　間 内　容　な　ど 

受付午後１時～１時３０分 ４カ月児健診は月２回実施しますが、対象者には事前にどちらか 
の日程で通知します。　 

１２月 １日（金） 

１２月１２日 (火） 
平成１８年７月１５日～８月１４日 
生まれの子 

１２月 ８日 (金） 平成１７年６月生まれの子 

１２月２１日 (木） 平成１６年５月生まれの子 

１２月１５日 (金） 平成１５年６月生まれの子 

受付午後１時３０分～２時 １２月１９日（火） 事前に電話申し込みが必要です。 

受付午前９時４５分～１０時 
 １月１６日（火） 

 １月３０日（火） 
赤ちゃんとの遊びなどを通じた母親同士の仲間づくりの場です。 
２日間とも参加できる方。事前に電話申し込みが必要です。　 

午前９時３０分～１１時３０分 

午後１時３０分～３時３０分 １２月１１日（月） 
小学校入学前の親子 育児に関する相談を保健師、栄養士がお受けします。 

事前に電話申し込みが必要です。 

１２月１８日 (月） 

１２月２２日 (金） 

小学校入学前の親子 
親子で遊んだり親同士が話をする場です。身長計、体重計が 
あります。市内のサークル情報など話題も豊富です。 
　 

平成１８年７月１５日～８月１４日 
生まれの子をお持ちの方 

平成１８年６月１５日～８月１４日 
生まれの子をお持ちの方 

禁煙を希望し、禁煙開始を宣 
言できる、６４歳以下の方 

受付午前１０時～１１時 

午前１０時～１１時 １２月２０日（水） 健康に関する相談をしたい方 健康に関する食事や日常生活についての相談をお待ちしています。 

４カ月児健診  

１歳６カ月児健診 

２歳児歯科健診 

３ 歳 児 健 診  

離 乳 食 教 室  

コ ア ラ 教 室  

乳 幼 児 相 談  

親 子 広 場  

１２月１５日 (金） 
たばこをやめたいと思っている方を３カ月応援します。 
事前に電話申し込みが必要です。 

午前９時３０分～１１時３０分 
オーダーメイド
禁 煙 教 室  

健 康 相 談  

行田中央総合病院

壮幸会行田総合病院　
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◆特別遺族給付金とは･･･
中皮腫や肺がんなどの石綿ばく露を原因とする病気は、発病までの潜伏期間が

非常に長く、労働者に発病した場合、業務により石綿にばく露した為の労災であ
ることが、これまで医師も労働者本人も気づきにくい特質がありました。この結
果、労働者災害補償保険法（以下「労災保険法」といいます）に基づく労災保険
給付を請求する機会をのがし、時効により所定の労災保険給付を受ける権利を失
っている方がいます。
このような状況を踏まえて、今年３月に施行された「石綿による健康被害の救

済に関する法律」により、平成１３年３月２６日以前に石綿ばく露を原因とする
病気(中皮腫や肺がんなど)で死亡した労働者のご遺族のうち、労災保険法の遺族
補償給付を受ける権利が時効により消滅した方に対し、特別遺族給付金が支給さ
れることとなりました。受給総額が減少し、資料が保管されていないこともあり
ますので、早めの請求をお勧めします。
なお、制度の詳細な内容については、最寄りの労働基準監督署まで問い合わせ

ください。

◆労災保険給付の請求
平成１３年３月２７日以降に、業務による石綿ばく露を原因とする病気で死亡

した労働者のご遺族は、労災保険法に基づく遺族補償給付が支給されます。
なお、遺族補償給付を受ける権利は、死亡した日の翌日から起算して５年で時

効により消滅します。時効後は、遺族補償給付も特別遺族給付金も受給できなく
なりますので、心当たりのある方は早急に、最寄りの労働基準監督署までご相談
ください。
また、石綿ばく露を原因とする病気を患って、現在療養している労働者の方は、
労災保険法に基づく療養補償給付・休業補償給付の支給対象となりますので、最
寄りの労働基準監督署までご相談ください。
※特別遺族給付金についてよくある質問は厚生労働省のホームページにまとめ
てありますので、ご参照ください。
（http://www.mhlw.go.jp/new-info/kobetu/roudou/sekimen/izoku/index.html）

問い合わせ
特別遺族給付金や労災保険制度については労働基準盤督署 ５５６―４１９５

（行田労働基準監督署）
労災保険給付の対象とならない方への救済給付については独立行政法人環境再

生保全機構 ０１２０―３８９―９３１

石綿ばく露による特別遺族給付金の請求

小規模企業共済制度
個人事業主または会社などの役員が事業を

やめたり退職した場合に、生活の安定や事業
の再建を図るための資金をあらかじめ準備し
ておく国がつくった共済制度で、「小規模企業
の経営者のための退職金制度」といえます。
この制度の特徴は、掛け金は全額所得控除。

受け取る共済金も退職所得扱いまたは公的年
金などの雑所得扱いとなります。制度の運営
は、独立行政法人中小企業基盤整備機構（
０５０―５５４―７１７１）が行っています。
申し込み・問い合わせ 行田商工会議所
５５６―４１１１、南河原商工会 ５５７―０７
４２、行田市青色申告会 ５６４―６５４０、
金融機関窓口

経営セーフティ共済（中小企業倒産防止共済
制度）
取引先の突然の倒産が原因で、経営悪化の

危機に直面してしまったときに資金を借り入
れることができる制度で、中小企業を守るた
めに国がつくった共済制度です。無担保・無
保証人で、積み立て掛金の１０倍の範囲内
（最高３,２００万円）で被害額相当の共済金が
借り入れ可能です。毎月の掛け金も税法上、
必要経費または損金に算入できます。制度の
運営は、独立行政法人中小企業基盤整備機構
（ ０５０―５５４―７１７１）が行っています。
申し込み・問い合わせ 行田商工会議所
５５６―４１１１、南河原商工会 ５５７―０７
４２、金融機関窓口

小規模企業共済制度と
経営セーフティ共済

こ
の
ほ
ど
古
代
蓮
の
里
を
題
材
に

し
た
「
俳
句
」
と
「
写
真
コ
ン
テ
ス

ト
」
の
入
賞
作
品
が
決
定
し
ま
し
た
。

作
品
（
俳
句
部
門
は
特
別
賞
１
句
・

特
選
10
句
、
写
真
部
門
は
特
選
１

点
・
入
選
10
点
・
佳
作
15
点
）
の
展

示
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
俳
句
の
優
秀
作
品
集
を
商

工
観
光
課
お
よ
び
展
示
会
場
に
て
配

布
し
て
い
ま
す
。

▼
期
間

11
月
30
日
（木）
ま
で
　
▼
時

間

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

（
最
終
入
館
４
時
ま
で
・
月
曜
休
館
）

▼
場
所

古
代
蓮
会
館
　
▼
入
館
料

大
人
４
０
０
円
・
子
供
２
０
０
円

入
賞
作
品
　
（
敬
称
略
順
不
同
）

《
俳
句
》

〈
特
別
賞
〉

鈴
木
恵
子
（
深
谷
市
）

合
掌
の
手
を
解
く
ご
と
く
蓮
ひ
ら
く
　
　

〈
特
選
〉塚

越
紀
代
子
（
群
馬
県
太
田
市
）

蓮
に
逢
ひ
蓮
に
別
れ
て
歳
紡
ぐ
　
　
　
　

丸
山
連
子
（
行
田
市
）

タ
ワ
ー
よ
り
見
お
ろ
す
蓮
の
浄
土
か
な
　

杉
本
ハ
ツ
ノ（
東
京
都
小
平
市
）

余
生
な
を
生
き
よ
生
き
よ
と
古
代
蓮

丸
益
江
（
坂
戸
市
）

現
し
世
を
抜
け
一
水
の
古
代
蓮
　
　
　
　

塚
越
隆
司
（
群
馬
県
太
田
市
）

蓮
田
道
一
会
の
人
と
ゆ
ず
り
合
う
　
　
　

新
井
民
江
（
深
谷
市
）

離
れ
住
む
子
ら
へ
写
メ
ー
ル
蓮
の
花
　
　

石
井
紅
楓
（
群
馬
県
高
崎
市
）

蓮
咲
き
て
力
ゆ
る
び
し
水
面
か
な
　
　
　

長
嶋
克
治
（
鴻
巣
市
）

人
々
に
微
笑
か
え
す
蓮
の
花
　
　
　
　
　

川
田
文
代
（
さ
い
た
ま
市
）

葉
を
渡
る
風
は
語
り
部
古
代
蓮
　
　

大
出
日
菜
子（
南
埼
玉
郡
菖
蒲
町
・
５
歳
）

は
す
の
は
な
　

か
わ
い
い
は
ち
の
　
れ
す
と
ら
ん

《
写
真
》

〈
特
選
〉

福
田
典
子(
川
口
市)

〈
入
選
〉

中
村
利
彦(

坂
戸
市)
、
田
中
三
郎(

比

企
郡
小
川
町)

、
長
島
敬
二(
行
田
市)

、

柴
　
一
男(

さ
い
た
ま
市)
、
横
田
一
郎

(

北
埼
玉
郡
騎
西
町)

、
諏
訪
春
菜(
川

口
市)

、
牛
田
一
雄(

川
口
市)

、
増
田

稔
子(

行
田
市)

、
蛭
川
隆
市(

熊
谷
市)

、

渡
辺
邦
典(

鴻
巣
市)

〈
佳
作
〉

鈴
木
清
子
（
さ
い
た
ま
市
）、
郷
博
之

(

さ
い
た
ま
市)

、
高
畑
重
男(

栃
木
県

足
利
市)

、
大
木
駿
二
（
入
間
市
）、
渡

辺
利
彦
（
さ
い
た
ま
市
）、
関
口
和
子

（
熊
谷
市
）、玉
田
政
夫（
ふ
じ
み
野
市
）、

島
田
博
子
（
幸
手
市
）
、
大
場
金
藏

（
千
葉
県
松
戸
市
）、
小
倉
泰
樹
（
栃
木

県
足
利
市
）、
高
橋
清
子
（
東
松
山
市
）、

大
藤
一
郎
（
行
田
市
）
、
井
上
文
子

（
越
谷
市
）、
山
本
恵
子
（
春
日
部
市
）、

境
勝
雄
（
春
日
部
市
）

▼
問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
課
観
光
係(

内
線
３
８
２)
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【
相
談
事
例
】（
80
歳
代
女
性
）

「
新
し
く
健
康
食
品
の
店
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
今
日
は

無
料
で
商
品
を
お
配
り
し
ま
す
か
ら
、
こ
ち
ら
の
特
設
会

場
に
ぜ
ひ
来
て
く
だ
さ
い
」
と
、
販
売
員
か
ら
無
料
引
換

券
を
も
ら
っ
た
の
で
出
か
け
て
い
っ
た
。

日
用
雑
貨
品
や
傘
な
ど
を
も
ら
っ
た
後
、
磁
気
マ
ッ
ト

レ
ス
の
勧
誘
が
始
ま
っ
た
。
高
額
な
の
で
悩
ん
だ
が
、
無

料
で
た
く
さ
ん
の
商
品
を
も
ら
っ
た
し
、
貧
血
な
の
で
体

に
い
い
か
な
と
思
っ
て
買
っ
て
し
ま
っ
た
。

家
に
帰
っ
て
よ
く
考
え
て
み
た
ら
必
要
な
い
し
、
売

り
方
も
お
か
し
い
と
思
う
の
で
、
解
約
し
た
い
。

【
お
答
え
し
ま
す
】

こ
れ
は
『
催
眠
商
法
』
ま
た
は
『
Ｓ
Ｆ
商
法
』
と
呼
ば

れ
る
悪
質
商
法
で
す
。
販
売
さ
れ
る
商
品
と
し
て
は
、
羽

毛
布
団
や
磁
気
マ
ッ
ト
レ
ス
な
ど
の
寝
具
類
が
多
く
み
ら

れ
ま
す
。

販
売
業
者
は
「
日
用
品
や
雑
貨
を
無
料
で
差
し
上
げ
ま

す
」
と
言
っ
て
、
街
頭
で
無
料
引
換
券
を
配
布
し
た
り
、

販
売
員
が
家
庭
を
訪
問
し
た
り
し
て
主
婦
や
高
齢
者
を
特

設
会
場
に
集
め
ま
す
。
商
品
の
無
料
引
き
換
え
を
行
っ
た

後
、
そ
の
他
の
商
品
も
格
安
で
売
っ
た
り
、
言
葉
巧
み
に

場
の
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
、
興
奮
状
態
に
し
た
り
し
て
、

冷
静
な
判
断
が
で
き
な
く
な
っ
た
こ
ろ
に
、
高
額
な
商
品

を
売
り
つ
け
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
催
眠
商
法
は
訪
問
販
売
と
し
て
扱
わ
れ
、

特
定
商
取
引
法
が
適
用
さ
れ
る
の
で
、
契
約
し
て
し
ま
っ

た
場
合
で
も
、
契
約
書
を
受
け
取
っ
た
日
を
含
め
て
８
日

以
内
で
あ
れ
ば
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き
ま
す
。
事
業
者

に
よ
っ
て
は
「
こ
こ
は
店
で
、
あ
な
た
は
こ
こ
に
自
主
的

に
来
て
購
入
し
た
の
だ
か
ら
、
訪
問
販
売
で
は
な
い
。
だ

か
ら
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
は
で
き
な
い
」
な
ど
と
主
張
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
商
品
が
陳
列
さ
れ
て
消
費
者
が

自
由
に
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
状
態
で
な
け
れ
ば
、
店
舗
に

は
あ
た
り
ま
せ
ん
。

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
も
、「
無
料
で
引
き
換
え
」

「
格
安
」
と
い
う
言
葉
に
惹ひ

か
れ
て
、
会
場
に
行
か
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。「
無
料
」
は
お
と
り
で
、
本
当
の
目
的

は
高
額
商
品
を
売
り
つ
け
る
こ
と
だ
、
と
心
得
て
く
だ
さ

い
。
会
場
に
行
く
と
な
か
な
か
抜
け
出
せ
ず
、
話
を
聞
い

て
い
る
と
断
り
に
く
く
な
り
、
高
額
商
品
を
買
わ
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
も
し
会
場
に
出
向
い
て
し
ま
っ
て
も

雰
囲
気
に
の
ま
れ
ず
ハ
ッ
キ
リ
断
り
、
そ
の
場
で
買
う
こ

と
を
決
め
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
不
明
な
点
や
心
配
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
近
く
の
消
費
生
活
相
談
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

埼
玉
県
消
費
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
春
日
部

０
４
８
―

７
３
４
―
０
９
９
９
ま
た
は
生
活
課
（
内
線
２
５
２
）

「
無
料
で
商
品
を
差
し
上
げ
ま
す
」
と
、
引
換
券
を
渡
さ
れ
た
の
で
行
っ
て
み
た
ら
、
引
き
換
え
が
終
わ
っ
た

後
に
別
の
商
品
を
格
安
で
売
り
は
じ
め
、
気
が
付
く
と
高
額
で
不
必
要
な
商
品
を
買
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
相

談
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

相　　談 

法律（予約制） 

行政 

結婚 

 
消費生活 

内職 

人権 

税務 

水道料金の休日窓口 

水道料金の夜間窓口 

　　　　　日　　　　程 

１１月２８日（火） 

１１月２０日（月）、１２月４日（月）　　　　 

１１月１９日（日）、１２月１日（金）・８日（金）　　　 

１１月１６日（木）・２０日（月）・２７日（月）・３０日（木）　 
１２月４日（月）・７日（木）・１１日（月）・１４日（木） 

１１月１７日（金）・２１日（火）・２４日（金）・２８日（火）　 
１２月１日（金）・５日（火）・８日（金）・１２日（火）・１５日（金）　　　　　 

１２月１１日（月）　　　　 

１１月２１日（火）　　　　　　 

１２月３日（日）　　　　 

１１月２７日（月）　 

場　　所 

 

 

市役所 

 

 

 
市役所 

市役所 

中央公民館 
（教育文化センター「みらい」内） 

水道庁舎（前谷） 

　 問い合わせ 

 

 
生活課 

（内線２５２） 

 

  商工観光課 

（内線３８３） 
 
人権推進課（内線２２１） 

関東信越税理士会行田支部 
　５５４－１４１１ 

水道業務課 
　５５３－０１３１ 

　　  時　　　　間　　　　 

午前９時～午後３時 

午後１時３０分～３時３０分 

午前９時３０分～１１時３０分　 

 
午前９時３０分～午後３時３０分 

午前１０時～午後４時 

午前１０時～午後３時　　 

午後１時３０分～３時３０分 

午前８時３０分～正午 

午後５時１５分～７時 

（１１月１５日～１２月１５日） 

くらしの 番情報
催
眠
商
法
（
Ｓ
Ｆ
商
法
）
に
ご
注
意
を
！
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一
般
書

・
新
幹
線
安
全
神
話
は
こ
う
し
て
つ
く
ら
れ
た

（
齋
藤
雅
男
）

・
筆
ペ
ン
か
ら
は
じ
め
る
水
墨
画
（
小
林
東
雲
）

・
手
塚
治
虫
原
画
の
秘
密
（
手
塚
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
）

・
遠
藤
周
作
と
歩
く
「
長
崎
巡
礼
」（
遠
藤
周
作
）

・
ダ
ブ
ル
（
永
井
す
る
み
）

・
ブ
ル
ー
・
ロ
ー
ズ
（
馳
星
周
）

・
天
地
人
（
火
坂
雅
志
）

・
コ
ル
セ
ッ
ト
（
姫
野
カ
オ
ル
コ
）

・
あ
り
ふ
れ
た
魔
法
（
盛
田
隆
二
）

・
青
春
の
雲
海
（
森
村
誠
一
）

・
美
し
き
罠
（
ビ
ル
・
Ｓ
・
バ
リ
ン
ジ
ャ
ー
）

児
童
書
　

・
ど
ん
ぐ
り
の
穴
の
ひ
み
つ
（
高
柳
芳
恵
）

・
Ｑ
＆
Ａ
季
節
の
食
育
（
服
部
津
貴
子
）

・
お
ば
け
の
ジ
ョ
ー
ジ
ー
と
も
だ
ち
を
た
す
け
る

（
ロ
バ
ー
ト
・
ブ
ラ
イ
ト
）

・
ふ
た
り
き
り
の
戦
争
（
ヘ
ル
マ
ン
・
シ
ュ
ル
ツ
）

・
お
ん
ど
り
と
え
ん
ど
う
ま
め
（
岩
本
康
之
亮
）

▼
日
時

11
月
25
日
（土）
午
前
11
時
〜
正
午

▼
場
所

図
書
館
お
は
な
し
の
へ
や

▼
対
象

幼
児
　

▼
内
容

絵
本
や
手
遊
び
な
ど

▼
主
催

お
は
な
し
タ
ン
バ
リ
ン

▼
日
時

12
月
２
日
　
午
後
２
時
〜
３
時

▼
場
所

図
書
館
お
は
な
し
の
へ
や

▼
対
象

幼
児
・
小
学
生

▼
内
容

絵
本
や
紙
芝
居
な
ど

▼
主
催

お
は
な
し
の
会

▼
日
時

11
月
18
日
（土）
午
後
２
時
〜

▼
場
所

図
書
館
映
像
ホ
ー
ル

▼
題
名

や
さ
し
い
オ
オ
カ
ミ
（
15
分
）、
ど
ん
ぐ
り

と
山
猫
（
20
分
）
ほ
か

▼
対
象

幼
児
・
小
学
生
お
よ
び
そ
の
保
護
者

▼
日
時

12
月
９
日
（土）
・
10
日
（日）
午
前
９
時
〜
午
後

４
時

▼
場
所

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

▼
定
員

20
人

▼
費
用
無
料

▼
申
し
込
み

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

５
５
６
―

４
２
２
７

黙
読
で
は
味
わ
え
な
い
「
耳
か
ら
入
る
言
葉
の
心

地
よ
い
響
き
」
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
行
田
朗
読

の
会
の
協
力
に
よ
り
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時

11
月
21
日
（火）
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

※
午
後
１
時
開
場

▼
場
所

図
書
館
映
像
ホ
ー
ル

▼
テ
ー
マ

せ
つ
な
い
話
　

▼
定
員

80
人
（
図
書
館
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
）

▼
費
用
無
料

▼
日
時

11
月
25
日
（土）
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

▼
場
所

図
書
館
映
像
ホ
ー
ル

▼
演
題

水
の
城
「
忍
城
」
は
な
ぜ
落
ち
な
か
っ
た
？

▼
講
師

風
野
真
知
雄
さ
ん
（
作
家
・
日
本
推
理
作

家
協
会
会
員
）

▼
定
員

80
人
（
先
着
順
）

▼
入
場
無
料

親
子
が
、
絵
本
を
介
し
て
ゆ
っ
く
り
心
ふ
れ
あ
う
ひ

と
と
き
を
も
つ
「
き
っ
か
け
」
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的

と
し
、
絵
本
や
ア
ド
バ
イ
ス
集
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時

11
月
21
日
（火）
、
12
月
１
日
（金）
・
12
日
（火）
午

後
１
時
受
付
開
始
（
４
カ
月
児
健
診
に
合
わ
せ
て
実
施
）

▼
場
所

保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象

４
カ
月
児
と
保
護
者

▼
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳

11
月
20
日
（月）
・
27
日
（月）
・
30
日
（木）
、
12
月
４
日
（月）
・
11
日
（月）

＊
休
館
中
の
図
書
の
返
却
は
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
ビ
デ
オ
や
Ｃ
Ｄ
は
、
破
損
防
止
の
た
め
、
開

館
時
間
内
に
直
接
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
お
返
し
く
だ
さ
い
。

こ
の
記
録
は
、
も
し
か
し
た
ら
私
の
遺
書
に
な

る
か
も
し
れ
な
い
・
・
・
と
い
う
書
き
出
し
で
始

ま
る
著
者
の
腰
痛
に
七
転
八
倒
し
た
闘
病
記
。

「
今
の
私
の
最
大
の
望
み
は
、
掛
け
て
い
る
こ
と

を
意
識
せ
ず
に
椅
子
に
掛
け
て
み
た
い
。
立
っ
て

い
る
こ
と
を
苦
痛
に
感
じ
ず
に
、
ぼ
ん
や
り
と
立

っ
て
み
た
い
」
と
い
う
く
だ
り
が
あ
る
が
、
私
も

以
前
足
が
悪
く
歩
く
こ
と
が
苦
痛
な
時
期
が
あ
っ

た
た
め
か
、
当
た
り
前
の
こ
と
が
当
た
り
前
に
で

き
な
い
苦
し
み
に
は
共
感
を
得
た
。

治
り
た
い
一
心
で
人
の
勧
め
て
く
れ
る
治
療
を

い
ろ
い
ろ
と
行
う
が
、
効
果
が
な
く
、
検
査
し
て

も
器
質
的
疾
患
が
見
つ
か
ら
な
い
。
行
き
着
い
た

と
こ
ろ
は
心
身
症
。
痛
み
は
脳
が
感
じ
て
い
る
。

著
者
は
、
た
か
が
心
因
と
受
容
し
な
い
ま
ま
治
療

を
は
じ
め
、
入
院
絶
食
療
法
な
ど
を
行
い
、
結
局

指
一
本
体
に
触
れ
る
こ
と
な
く
完
治
す
る
。
心
と

体
が
い
か
に
密
接
に
か
か
わ
っ
て
い
る
か
を
物
語

っ
て
い
る
。

な
ん
と
な
く
体
の
調
子
の
悪
い
方
、
一
読
の
価

値
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

『
椅
子
が
こ
わ
い
私
の
腰
痛
放
浪
記
』

私
の
推
せ
ん
す
る
一
冊

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

16
ミ
リ
映
写
技
術
講
習
会

大
人
の
た
め
の
朗
読
会

歴
史
と
文
学
講
演
会

移
動
図
書
館
よ
し
き
り
号

開館時間 午前９時３０分～午後７時

お
は
な
し
会

休

館

日

子
ど
も
映
画
会

木
口
滋
子
さ
ん
（
斎
条
）

夏
樹
　
静
子
　
著

※変更する場合があります。

11
月
22
日
（水）
 

12
月
5
日
（火）
 

泉
小 

11
月
21
日
（火）
 

12
月
14
日
（木）
 

荒
木
小 

12
月
12
日
（火）
 

太
田
東
小 

11
月
17
日
（金）
 

12
月
7
日
（木）
 

11
月
24
日
（金）
 

南
河
原
小 

11
月
28
日
（火）
 

北
河
原
小 

11
月
29
日
（水）
 

須
加
小 

12
月
1
日
（金）
 

埼
玉
小 

12
月
6
日
（水）
 

北
小 

12
月
8
日
（金）
 

太
田
西
小 

11
月
16
日
（木）
 

桜
ヶ
丘
小 

11
月
15
日
（水）
 

星
宮
小 

（土）



10
月
21
日
、
も
の
つ
く
り
大
学
を
会
場
に

「
２
０
０
６

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
埼
玉
」
が
開

催
さ
れ
、
１
万
２
千
人
の
観
客
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。

毎
日
新
聞
社
な
ど
が
主
催
し
て
初
め
て
行
わ

れ
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
札
幌
市
で
毎
年
行

わ
れ
る
「
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
」

で
３
年
連
続
の
大
賞
を
受
賞
し
て
い
る
「
新
琴
し
ん
こ
と

似に

天て
ん

舞ぶ

龍
神

り
ゅ
う
じ
ん

」
の
ほ
か
、
県
内
の
23
チ
ー
ム

が
参
加
。
色
と
り
ど
り
の
衣
装
に
身
を
包
み
、

精
一
杯
の
演
技
を
行
う
踊
り
手
の
熱
気
に
、
会

場
か
ら
は
盛
ん
に
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
北
海
道
の
物
産
展
や
、
行
田
の
特

産
品
の
売
店
の
前
に
は
長
い
列
が
出
来
る
ほ
ど

の
盛
況
ぶ
り
。
好
天
に
も
恵
ま
れ
、
よ
さ
こ
い

の
リ
ズ
ム
に
酔
い
し
れ
る
一
日
と
な
り
ま
し

た
。
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写
真
館

写
真
館

９
月
25
日
、
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
「
み
ら
い
」

で
は
、
ス
タ
ー
ダ
ス
ト
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
が
主
催
し
、
瀬
古
利
彦
さ
ん
の
講
演
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

瀬
古
さ
ん
は
、
ボ
ス
ト
ン
、
ロ
ン
ド
ン
、
シ

カ
ゴ
な
ど
の
有
名
な
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
優
勝
。

常
に
日
本
長
距
離
会
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
マ
ラ

ソ
ン
選
手
で
す
。「
心
で
走
る
」
と
題
し
た
こ

の
日
の
講
演
で
は
、
現
役
時
代
の
厳
し
い
練
習

や
大
会
で
の
出
来
事
、
メ
ダ
ル
を
逃
し
た
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
後
に
家
族
が
手
作
り
の
金
メ
ダ
ル

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど

が
語
ら
れ
ま
し
た
。
聞
く
人
を
飽
き
さ
せ
な
い
、

軽
快
な
テ
ン
ポ
の
瀬
古
さ
ん
の
話
に
、
会
場
か

ら
は
惜
し
み
な
い
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

手
作
り
の
金
メ
ダ
ル
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
も
交
え
て

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の
初
日
に
あ
た
る

９
月
21
日
、
行
田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
前
で
出

発
式
が
行
わ
れ
、
行
田
市
交
通
安
全
母
の
会
会

長
が
多
発
す
る
飲
酒
運
転
事
故
な
ど
の
撲
滅
を

誓
い
、
交
通
安
全
宣
言
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。

ま
た
、
行
田
市
駅
入
口
交
差
点
で
は
「
交
通

安
全
を
日
常
に
根
づ
か
せ
よ
う
！
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
「
根
気
作
戦
」
と
銘
打
っ
た
街
頭
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
会
の
メ
ン
バ

ー
が
信
号
待
ち
の
ド
ラ
イ
バ
ー
な
ど
に
チ
ラ

シ
、
フ
リ
ー
ジ
ア
の
球
根
、
ガ
ム
を
配
り
、
交

通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

根
気
作
戦
で
交
通
安
全
を
呼
び
か
け

よ
さ
こ
い
の
熱
気
に
包
ま
れ
て



10
月
21
日
、
ふ
れ
あ
い
福
祉
健
康
ま
つ
り
が

水
城
公
園
市
民
広
場
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
み
ず
し
ろ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

試
食
コ
ー
ナ
ー
や
バ
ザ
ー
、
子
供
た
ち
に
人

気
の
射
的
や
ヨ
ー
ヨ
ー
つ
り
な
ど
、
市
民
広
場

に
並
ん
だ
各
コ
ー
ナ
ー
は
大
勢
の
来
場
者
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
は
身
長
や
血
圧
の
測
定
、
薬
に
関
す
る

相
談
、
体
力
測
定
を
行
う
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
あ

り
、
訪
れ
た
人
た
ち
は
健
康
へ
の
関
心
を
深
め
、

楽
し
く
健
康
的
な
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。
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10
月
13
日
、
青
色
回
転
灯
付
パ
ト
ロ
ー
ル
車

の
出
発
式
が
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
「
み
ら
い
」

正
面
玄
関
前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
５
月
に
寄
贈
さ
れ
た
防
犯
パ
ト
ロ

ー
ル
車
と
あ
わ
せ
、
新
た
に
公
用
車
３
台
を
パ

ト
ロ
ー
ル
車
と
し
て
仕
様
変
更
し
、
計
４
台
で

安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を
め
ざ
し

パ
ト
ロ
ー
ル
体
制
を
強
化
し
て
い
く
も
の
で

す
。
式
で
は
横
田
市
長
や
坂
本
行
田
警
察
署
長

ら
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
、
そ
の
後
、
青
色

回
転
灯
を
つ
け
た
車
が
さ
っ
そ
く
防
犯
パ
ト
ロ

ー
ル
に
出
発
し
ま
し
た
。

９
月
29
日
、
持
田
地
区
・
荒
木
地
区
・
真
名

板
地
区
で
電
柱
な
ど
に
貼
ら
れ
た
違
反
広
告
の

除
去
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
電
柱
や

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な
ど
に
貼
ら
れ
た
チ
ラ
シ
が
景

観
を
損
ね
る
だ
け
で
な
く
、
青
少
年
の
育
成
に

も
悪
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
屋
外
広
告
物
適
正
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に
あ

わ
せ
、
市
、
警
察
、
行
田
市
防
犯
の
ま
ち
づ
く

り
推
進
会
議
構
成
団
体
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
総

勢
43
人
で
実
施
し
た
も
の
で
す
。

参
加
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
は
き
れ

い
で
住
み
よ
い
ま
ち
に
し
よ
う
と
、
清
掃
作
業

に
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

青
い
ラ
イ
ト
が
安
全
を
見
守
り
ま
す

違
反
広
告
を
は
が
し
て
住
み
よ
い
ま
ち
に

息
の
合
っ
た
操
法
を
披
露

10
月
４
日
、
第
20
回
行
田
市
事
業
所
対
抗
屋

内
消
火
栓
操
法
大
会
が
市
消
防
本
部
訓
練
場
で

開
催
さ
れ
市
内
18
事
業
所
が
参
加
し
ま
し
た
。

各
チ
ー
ム
と
も
息
を
合
わ
せ
、
消
火
技
術
の

速
さ
と
正
確
さ
を
競
い
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成

果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
　
勝
　
明
和
グ
ラ
ビ
ア
（株）
行
田
工
場

準
優
勝
　
ニ
ッ
コ
ー
（株）
住
設
環
境
機
器
事
業
部

第
３
位
　
東
京
電
力
（株）
熊
谷
支
社
別
館

同
　
　
（福）
清
幸
会

同
　
　
オ
グ
ラ
宝
石
精
機
工
業
（株）

楽
し
み
な
が
ら
健
康
に
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古
代
イ
ン
ド
で

宗
教
的
な
修
行
の

一
環
と
し
て
生
ま

れ
、
現
在
は
心
身

の
健
康
法
と
し
て

幅
広
い
年
代
の

方
々
に
親
し
ま
れ

て
い
る
ヨ
ガ
。
健

康
的
で
柔
軟
な
体

づ
く
り
を
目
的
に

活
動
し
て
い
る
の

が
、
南
河
原
公
民

館
の
ヨ
ガ
ク
ラ
ブ
で
す
。

平
成
13
年
に
ヨ
ガ
教
室
と
し
て
発
足
し
、
平

成
14
年
10
月
に
現
在
の
ク
ラ
ブ
と
な
り
、
毎
週

金
曜
日
の
午
前
10
時
か
ら
11
時
30
分
ま
で
13
人

で
活
動
し
て
い
ま
す
。

ヨ
ガ
は
ポ
ー
ズ
の
中
に
準
備
運
動
の
要
素
が

あ
る
た
め
、
別
の
体
操
を
行
う
こ
と
な
く
始
ま

り
ま
す
。
ゆ
っ
た
り
と
し
た
動
き
で
体
を
反
ら

せ
る
な
ど
一
つ
ひ
と
つ
ポ
ー
ズ
を
と
っ
て
い
き

ま
す
。
そ
の
日
の
体
の
状
態
に
合
わ
せ
て
無
理

を
せ
ず
に
行
う
の
が
同
ク
ラ
ブ
の
方
針
の
た

め
、
皆
さ
ん
は
自
ら
の
健
康
管
理
に
集
中
し
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
レ
ッ
ス
ン
を
終
え
た
あ

と
は
血
行
が
よ
く
な
り
、
じ
ん
わ
り
と
汗
を
か

く
な
ど
、
体
が
軽
く
す
が
す
が
し
い
気
持
ち
に

な
る
と
の
こ
と
で
す
。

ヨ
ガ
は
器
具
を
使
わ
な
い
の
で
、
余
暇
を
利

用
し
、
自
宅
で
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
で
も
で
き

る
と
い
う
利
点
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
毎

日
気
軽
に
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

上
達
す
る
に
は
呼
吸
法
が
重
要
で
、
呼
吸
を
整

え
て
体
の
動
か
す
個
所
に
意
識
を
置
く
こ
と
で

最
初
は
で
き
な
か
っ
た
ポ
ー
ズ
も
だ
ん
だ
ん
で

き
る
よ
う
に
な
る
ほ
か
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
も

得
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

ク
ラ
ブ
の
発
足
時
か
ら
指
導
を
し
て
い
る
加

藤
学の
り

さ
ん
は
、
皆
さ
ん
の
様
子
に
つ
い
て
、

「
当
時
と
比
べ
て
背
筋
が
伸
び
、
歩
き
か
た
が

良
く
な
っ
て
い
る
方
が
多
い
で
す
。
血
行
が
促

進
さ
れ
る
た
め
、
肌
の
つ
や
が
良
く
な
り
き
れ

い
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
若
く
な

り
ま
す
よ
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

心
と
体
を
き
れ
い
に
す
る
ヨ
ガ
。
こ
れ
か
ら

も
同
ク
ラ
ブ
の
健
康
な
心
と
体
づ
く
り
に
む
け

た
活
動
は
続
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

南
河
原
公
民
館

５
５
７
│

３
１
８
８
ま
た
は
清
水
滋
子

５
５
７
│
３

０
４
４

私
の
作
品

谷
郷
　
　
大
谷
　
峯
生

風
涼
し
折
り
目
正
し
き
僧
ご
ろ
も

長
野
　
　
内
山
　
計か

ず

江

草
引
く
や
無
心
に
な
れ
る
手
の
あ
り
て

白
川
戸
　
鈴
木
　
都く

に

子

し
ん
が
り
が
先
達
と
な
る
稲
雀

南
河
原
　
若
林
　
水
翁

老
人
の
た
し
か
な
居
場
所
稲
を
刈
る

荒
木
　
　
峰
川
　
君
江

身
に
合
っ
た
傘
寿

さ
ん
じ
ゅ

の
く
ら
し
秋
簾

の
れ
ん

須
加
　
　
福
島
　
伸
悦

小
坊
主
の
足
を
も
じ
も
じ
秋
彼
岸

埼
玉
　
　
田
中
　
元
勝

雲
の
峰
老
い
の
一
途
の
野
良
着
干
す

下
忍
　
　
関
口
八
重
子

ゆ
っ
く
り
と
試
歩
の
一
歩
や
萩
の
花

持
田
　
　
岡
本
千
寿
子

満
月
に
か
か
り
し
雲
の
動
か
ざ
る

門
井
町
　
森
下
さ
と
し

兜か
ぶ
と

虫む
し

見
よ
や
得
意
の
背
負
投

せ
お
い
な
げ

前
谷
　
　
町
田
　
貞
子

こ
お
ろ
ぎ
の
声
に
重
な
る
母
の
顔

俳
句

広
場

このコーナーに登場していただけ

る方・団体・作品を募集しています。

行田市本丸２－５・行田市役所広報広

聴課広報広聴担当（内線３１８）まで。

ヨガクラブ

～心と体の健康法～
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荒
木
　
　
松
村
サ
ワ
子

秋
深
し
夕
辺
の
風
の
気
持
ち
良
さ

荒
木
　
　
藤
田
　
栄
之

忍
城
や
と
ど
め
置
き
た
し
涼
の
月

（
木
島
　
斗
川
　
監
修
）

定
年
を
過
ぎ
て
か
ら
習
い
始
め
た
中
国
語
。

今
、
中
国
語
の
習
得
が
何
よ
り
の
楽
し
み
に
な

っ
て
い
る
と
話
す
の
が
持
田
に
お
住
ま
い
の
中

嶋
正
義
さ
ん
で
す
。

父
親
の
仕
事
の
関
係
で
７
歳
の
こ
ろ
ま
で
中

国
に
住
ん
で
い
た
と
い
う
中
嶋
さ
ん
。
高
校
卒

業
後
、
就
職
し
た
中
嶋
さ
ん
は
富
士
見
市
に
住

み
、
鉄
道
会
社
で
一
生
懸
命
に
働
い
て
き
た
そ

う
で
す
。「
非
常
に
出
張
が
多
い
仕
事
で
、
日

本
各
地
へ
飛
び
回
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
中

で
時
折
幼
い
こ
ろ
を
過
ご
し
た
中
国
に
思
い
を

は
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
中
国
の
記
憶
は

ご
く
わ
ず
か
し
か
残
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
常
に

気
に
な
る
国
で
あ
り
、
懐
か
し
さ
さ
え
感
じ
ま

す
」
と
、
忙
し
い
毎
日
を
過
ご
し
な
が
ら
も
、

第
二
の
ふ
る
さ
と
と
も
言
え
る
中
国
に
思
い
を

寄
せ
て
い
た
そ
う
で
す
。

定
年
後
、
娘
さ
ん
が
住
む
行
田
を
訪
れ
、
忍

城
や
古
代
蓮
な
ど
に
魅
了
さ
れ
た
こ
と
が
き
っ

か
け
に
な
り
行
田
へ
越
し
て
き
た
中
嶋
さ
ん
。

中
国
語
を
勉
強
し
始
め
た
の
は
、
市
報
に
掲
載

さ
れ
て
い
た
「
中
国
語
講
座
」
に
目
が
止
ま
っ

た
こ
と
か
ら
だ
そ
う
で
す
。「
週
１
回
の
講
座

は
す
ぐ
に
時
間
が
過
ぎ
て
し
ま
う
ほ
ど
充
実
し

て
い
ま
す
。
昨
年
３
月
に
は
中
国
語
検
定
４
級

に
合
格
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
昨
年
10
月
に
は
埼

玉
県
日
中
友
好
協
会
主
催
の

「
中
国
語
発
表
の
つ
ど
い
」
に
参

加
し
、
勉
強
の
成
果
を
発
表
す

る
経
験
を
し
ま
し
た
。
緊
張
す

る
こ
と
な
く
、
楽
し
み
な
が
ら

発
表
で
き
た
こ
と
に
と
て
も
満

足
し
て
い
ま
す
」
と
語
る
よ
う

に
、
目
標
に
向
け
て
毎
日
勉
強
し
、
日
常
会
話

が
で
き
る
ほ
ど
の
実
力
を
つ
け
た
そ
う
で
す
。

「
現
在
、
行
田
市
日
中
友
好
協
会
で
、
二
つ

の
国
の
友
好
の
た
め
の
手
伝
い
を
す
る
傍
ら
、

先
生
に
も
勧
め
ら
れ
て
い
る
さ
ら
に
上
の
級
の

中
国
語
検
定
試
験
に
合
格
す
べ
く
日
夜
勉
強
に

励
ん
で
い
ま
す
。
い
ず
れ
中
国
へ
出
か
け
、
李

白
の
詩
に
あ
る
『
月
下
独
酌
』
の
雰
囲
気
を
味

わ
う
の
が
夢
で
す
」
と
語
る
中
嶋
さ
ん
。
今
後

も
中
国
語
習
得
に
向
け
て
努
力
を
惜
し
ま
ず
勉

強
し
た
い
と
意
気
込
み
を
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

小
林
　
鈴
奈

す
ず
な

ち
ゃ
ん
（
谷
郷
）

淳
一
・
志
野
さ
ん
の
長
女

平
成
17
年
11
月
17
日
生
ま
れ

「
元
気
で
思
い
や
り
の
あ
る
子
に
」

町
田
　
貴
斗

た
か
と

ち
ゃ
ん
（
埼
玉
）

貞
幸
・
有
美
枝
さ
ん
の
二
男
　

平
成
17
年
11
月
８
日
生
ま
れ

「
元
気
に
大
き
く
な
あ
れ
!!
」

茂
木
　
果
奏

か
な
で

ち
ゃ
ん（
押
上
町
）

勉
・
友
子
さ
ん
の
長
女

平
成
17
年
11
月
11
日
生
ま
れ

「
礼
儀
正
し
い
子
に
」

荻
野
　
里
奈

り

な

ち
ゃ
ん
（
谷
郷
）

健
一
・
恵
美
さ
ん
の
二
女

平
成
17
年
11
月
９
日
生
ま
れ

「
我
が
家
の
天
使
」

今月は、平成18年1月生まれの子を募集します。
申し込みは広報広聴課広報広聴担当（内線318）

締め切りは11月30日（木）です。
抽選会は12月4日（月）の午後1時30分市役所203会議室

中
国
語
の
習
得
が
何
よ
り
の
楽
し
み

中
嶋
　
正
義
さ
ん
（
持
田
・
68
歳
）松

本
　
琉
晟

り
ゅ
う
せ
い

ち
ゃ
ん
（
富
士
見
町
）

泰
弘
・
裕
美
さ
ん
の
長
男

平
成
17
年
11
月
29
日
生
ま
れ

「
☆
我
が
家
の
宝
物
☆
」

『おめかし』（粘土人形）
細井　昌子（南河原）
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▼
日
時

11
月
７
日
（火）
午
後
２
時
〜

４
時
　
▼
場
所

産
業
文
化
会
館
２

階
第
２
会
議
室
　
▼
内
容

啓
発
ビ

デ
オ
上
映
、
人
権
問
題
に
関
す
る
講

演
　
▼
入
場
無
料

▼
定
員

60
人

▼
主
催

行
田
市
、
行
田
市
教
育
委

員
会
　
▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

人
権
推
進
課
（
内
線
２
２
１
）
Ｆ
Ａ

Ｘ
５
５
４
―
０
１
９
９

▼
日
時

平
成
19
年
１
月
30
日
（火）
午

前
10
時
〜
午
後
４
時
　
▼
場
所

商

工
セ
ン
タ
ー
４
０
３
研
修
室
　
▼
講

座
名

就
職
に
役
立
つ
応
募
書
類
の

テ
ク
ニ
ッ
ク
　
▼
講
師

彩
の
国
就

職
支
援
プ
ラ
ザ
の
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
　
▼
内
容

自
分
の
強
み
の

再
確
認
や
職
務
経
歴
の
棚
卸
し
を
行

い
、
応
募
書
類
（
履
歴
書
・
職
務
経

歴
書
・
添
え
状
）
の
書
き
方
の
ポ
イ

ン
ト
な
ど
、
就
職
活
動
を
効
果
的
に

進
め
る
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び
ま

す
。

▼
対
象

県
内
在
住
の
就
職

希
望
者
（
雇
用
保
険
受
給
者
の
方
に

は
、
受
講
証
明
書
を
交
付
し
ま
す
）

▼
受
講
無
料

▼
定
員

30
人
（
先

着
順
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ

12
月
15
日
（金）
午
前
９
時
か
ら
商

工
観
光
課
（
内
線
３
８
４
）
Ｆ
Ａ
Ｘ

５
５
３
―
５
０
６
３

▼
日
時

12
月
３
日
（日）
午
前
９
時
〜

▼
会
場

行
田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ

▼
種
目

団
体
戦
　
○
男
子
１
部
・

２
部
（
２
Ｓ
１
Ｗ
）
○
女
子
１
部
・
２

部
（
２
Ｓ
１
Ｗ
）
※
学
生
は
男
女
各
３

チ
ー
ム
ま
で
　
▼
参
加
費

１
チ
ー
ム

２
千
円
、
学
生
１
千
５
０
０
円
　
※

連
盟
未
登
録
者
２
千
５
０
０
円
　
▼

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

方
　
▼
そ
の
他

申
し
込
み
後
の
棄

権
者
の
参
加
費
返
金
は
い
た
し
ま
せ

ん
　
▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

11
月
16
日
（木）
午
後
７
時
ま
で
に
郵

送
・
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、
〒
３
６
１

―
０
０
２
４
行
田
市
小
針
２
５
８
５

田
島
直
也
　

５
５
９
―
３
７
８
９

Ｆ
Ａ
Ｘ
５
５
９
―
０
７
１
４

▼
日
時

12
月
９
日
（土）
午
後
６
時
開

場
　
午
後
６
時
30
分
開
演
　
▼
場
所

商
工
セ
ン
タ
ー
４
０
１
研
修
室
　
▼

テ
ー
マ

武
見
が
切
る
！
〜
中
国
北

朝
鮮
か
ら
高
齢
者
医
療
ま
で
〜
（
変

更
の
場
合
あ
り
）

▼
講
師

武
見

敬
三
さ
ん
（
参
議
院
議
員
）

▼
主

催

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ぎ
ょ
う
だ
ス
キ
ル

バ
ン
ク
　
▼
共
催

敬
十
会
　
▼
そ

の
他

ス
キ
ル
バ
ン
ク
担
当
委
員
会

活
動
の
た
め
ワ
ン
コ
イ
ン
（
５
０
０

円
）
の
募
金
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

同
事
務
局
（
行
田

商
工
会
議
所
内
）

５
５
６
―
４
１

１
１

▼
日
時

12
月
14
日
（木）
〜
17
日
(日)
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
（
17
日
は
午
後

３
時
ま
で
）

▼
場
所

本
庄
総
合

公
園
体
育
館
（
シ
ル
ク
ド
ー
ム
）

▼
種
目

絵
画
、
彫
刻
、
工
芸
、
書
、

写
真
　
▼
出
品
資
格

県
北
の
市
町

村
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
（
高
校
生

以
上
）
の
方
　
▼
出
品
料

一
点
に

つ
き
３
千
円
と
し
、
作
品
搬
入
時
に

納
入
　
▼
搬
入
日
時

12
月
10
日
（日）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
　
▼
そ
の
他

開
催
要
項
お
よ
び
出
品
申
込
み
書
は

県
北
各
市
町
村
教
育
委
員
会
に
あ
り

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

第
49
回

県
北
美
術
展
実
行
委
員
会
事
務
局

（
本
庄
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

児
玉
中
央
公
民
館
）

０
４
９
５
―

７
２
―
８
８
５
１

▼
日
時

11
月
12
日
(日)
午
後
３
時
開

演
　
▼
場
所

産
業
文
化
会
館
ホ
ー

ル
　
▼
内
容

プ
ロ
の
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
「
お
お
た
ア
カ
デ
ミ
ー
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
」
が
産
業
文
化
会
館
に
や
っ
て

き
ま
す
。
同
時
公
演
で
行
田
合
唱
連

盟
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
ま
す
。

▼

入
場
無
料

▼
主
催
　
（社）
行
田
青
年

会
議
所
　
▼
問
い
合
わ
せ

同
会
議

所
永
島

５
５
６
―
４
１
１
５

▼
日
時

11
月
25
日
（土）
・
26
日
（日）
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
（
26
日
は
午
後

４
時
ま
で
）

▼
場
所

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
み
ず
し
ろ
　
▼
入
場

無
料

▼
主
催

真
名
板
写
真
ク
ラ

ブ
　
▼
問
い
合
わ
せ

同
ク
ラ
ブ
佐

藤

５
５
９
―
２
５
２
６

第
29
回

事
業
所
人
権
教
育
研
修
会

広告

出
前
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

行
田
市
民
卓
球
大
会

秋
季
団
体
戦

ワ
ン
コ
イ
ン
講
演
会

第
49
回
県
北
美
術
展

芸
術
鑑
賞
会

真
名
板写

真
ク
ラ
ブ
展
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▼
日
時

12
月
３
日
（日）
午
後
４
時
開

演
　
▼
場
所

産
業
文
化
会
館
　
▼

入
場
料

２
千
円
　
▼
主
催

明
治

大
学
校
友
会
行
田
地
域
支
部
　
▼
後

援

行
田
市
、行
田
市
教
育
委
員
会
、

行
田
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
行
田
さ

く
ら
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
行
田
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
　
▼
問
い
合
わ
せ

明
治
大
学
校
友
会
行
田
地
域
支
部
事

務
局
（
大
野
建
設
（株）
内
）

５
５
３

―
０
１
０
０

▼
日
時

11
月
26
日
（日）
午
前
10
時
〜

午
後
２
時
30
分
　
▼
場
所

商
工
セ

ン
タ
ー
ホ
ー
ル
ほ
か
　
▼
内
容

記

念
講
演
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
職
員
・

組
合
員
の
取
り
組
み
紹
介
、
サ
ー
ク

ル
紹
介
、
大
正
琴
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、

健
康
相
談
、
模
擬
店
な
ど
　
▼
入
場

無
料
（
健
康
チ
ェ
ッ
ク
は
一
部
有
料
）

▼
主
催

２
０
０
６
年
行
田
協
立
診

療
所
地
区
健
康
ま
つ
り
実
行
委
員
会

▼
後
援

行
田
市
　
▼
問
い
合
わ
せ

同
診
療
所
担
当
山
田

５
５
６
―
４

５
８
１

▼
日
時

11
月
26
日
（日）
午
後
１
時
30

分
開
場
　
午
後
２
時
開
演
　
▼
場
所

持
田
公
民
館
ホ
ー
ル
　
▼
内
容

子

供
も
楽
し
め
る
わ
か
り
や
す
い
落
語

や
南
京
玉
す
だ
れ
な
ど
が
体
験
で
き

ま
す
。

▼
参
加
費
【
シ
ン
グ
ル
】

１
千
５
０
０
円
、
【
ペ
ア
】
２
千

５
０
０
円
　
▼
主
催

行
田
お
や
こ

劇
場
　
▼
問
い
合
わ
せ

同
事
務
局

０
８
０
―
５
５
０
５
―
４
５
５
５

（
午
後
６
時
以
降
は
鹿
内
宅

５
５

５
―
０
７
６
４
）

▼
日
時

12
月
５
日
・
12
日
・
19

日
、
平
成
19
年
１
月
16
日
・
23
日
・

30
日
の
火
曜
日
（
全
６
回
）
午
前
10

時
〜
11
時
30
分
　
▼
場
所

総
合
福

祉
会
館
や
す
ら
ぎ
の
里
２
階
第
２
研

修
室
　
▼
対
象

市
内
在
住
の
60
歳

以
上
で
全
コ
ー
ス
出
席
可
能
の
方

▼
定
員

40
人
（
先
着
順
）

▼
参

加
無
料

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ

11
月
14
日
（火）
か
ら
電
話
で
行
田

市
社
会
福
祉
協
議
会

５
５
７
―
５

４
０
０

▼
日
時

12
月
２
日
（土）
・
３
日
（日）
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
（
３
日
は
午
後

３
時
ま
で
）

▼
場
所

郷
土
博
物

館
　
▼
内
容

絵
画
な
ど
の
展
示

▼
入
場
無
料

▼
主
催

明
和
趣
味

の
９
人
展
　
▼
問
い
合
わ
せ

根
岸

宅

５
５
６
―
８
１
０
６

医
療
生
協
の

健
康
づ
く
り
フ
ェ
ス
タ

明
大
マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽
部

行
田
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
演
奏
会

カ
ラ
オ
ケ
教
室

浄化槽の廃止などの排水設備工事をする方で、一定の条件を満たしていれば、
無利子で貸付制度をご利用になれます。

下水道一口メモ
工事

明
和
趣
味
の
９
人
展

広告

第
１
０
８
回
鑑
賞
例
会

『
わ
ん
ぱ
く
寄
席
』（
日
本
伝
統
を
守
る
会
）
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広告

▼
日
時

12
月
10
日
（日）
午
後
１
時
15

分
開
場
　
午
後
２
時
開
演
　
▼
場
所

羽
生
市
産
業
文
化
ホ
ー
ル
　
▼
曲
目

交
響
曲
第
九
番
「
合
唱
つ
き
」（
ベ

ー
ト
ー
ベ
ン
）、
歌
劇
「
ア
イ
ー
ダ
」

よ
り
凱
旋
行
進
曲
（
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
）

▼
指
揮

増
田
和
典
さ
ん
　
▼
ソ
リ

ス
ト

青
柳
有
香
子
さ
ん
（
ソ
プ
ラ

ノ
）、
大
谷
京
子
さ
ん
（
ア
ル
ト
）、

布
施
雅
也
さ
ん
（
テ
ナ
ー
）、
須
山

智
文
さ
ん（
バ
ス
）
▼
料
金

【
前

売
り
】
一
般
２
千
５
０
０
円
、
高
校

生
以
下
１
千
円
　
【
当
日
】
３
千
円

▼
問
い
合
わ
せ

同
団
細
村
宅

５

５
６
―
３
４
６
３

▼
日
時

11
月
26
日
（日）
午
後
１
時
30

分
開
場
　
午
後
２
時
開
演
　
▼
場
所

教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
「
み
ら
い
」
文

化
ホ
ー
ル
　
▼
曲
目

花
に
寄
せ
て

（
全
曲
）、
愛
そ
し
て
風
、
時
無
草
ほ

か
　
▼
指
揮

吉
澤
篤
さ
ん
　
▼
ピ

ア
ノ

江
森
久
美
子
さ
ん

▼
入
場

無
料
　
▼
後
援

行
田
市
教
育
委
員

会
、
（財）
行
田
市
産
業
・
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
い
き
い
き
財
団
　
▼
問
い
合
わ
せ

同
団
猪
本
宅

５
５
９
―
３
６
４
５

▼
日
時

12
月
５
日
（火）
午
前
10
時
〜

11
時
30
分
（
受
付
午
前
９
時
30
分
〜
）

▼
場
所

総
合
福
祉
会
館
や
す
ら
ぎ

の
里
　
▼
対
象

市
内
在
住
の
乳
幼

児
を
持
つ
父
母
　
▼
会
費

１
０
０

円
　
▼
内
容

子
育
て
中
の
親
同
士

で
語
ら
う
（
託
児
つ
き
）

▼
定
員

30
人
　
▼
主
催
　
行
田
市
民
生
委
員

児
童
委
員
連
合
会
　
▼
後
援
　
行
田

市
、
行
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
▼

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

11
月
６

日
（月）
か
ら
行
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

へ

５
５
７
―
５
４
０
０

▼
日
時

12
月
６
日
（水）
午
後
２
時
〜

４
時
　
▼
場
所

市
民
プ
ラ
ザ
か
ぞ

（
加
須
市
中
央
２
―

４
―

17
）
▼
対
象

お
お
む
ね
18
歳
以
上
の
思
春
期
・
青

年
期
の
課
題
を
背
景
と
す
る
ひ
き
こ

も
り
の
問
題
を
抱
え
る
ご
家
族
お
よ

び
関
係
者
　
▼
講
師
　
皆
川
恵
子
さ

ん
（
ウ
ィ
ミ
ン
ズ
・
ウ
ェ
ル
ネ
ス
銀

座
ク
リ
ニ
ッ
ク
　
精
神
科
医
・
心
療

内
科
医
）

▼
定
員

30
人
（
申
し

込
み
順
）

▼
参
加
無
料
　
▼
申
し

込
み
・
問
い
合
わ
せ

加
須
保
健
所

保
健
予
防
推
進
担
当

０
４
８
０
―

６
１
―
１
２
１
７

▼
日
時

11
月
19
日
（日）
午
前
９
時
〜

午
後
０
時
30
分
（
雨
天
決
行
）

▼

集
合
場
所

市
役
所
　
▼
内
容

忍

城
址
、
郷
土
博
物
館
、
足
袋
蔵
、
水

城
公
園
な
ど
を
地
元
ガ
イ
ド
が
案
内

※
さ
き
た
ま
古
墳
公
園
で
解
散
と
な

り
ま
す
　
▼
対
象

県
内
在
住
・
在

勤
の
方
（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同

伴
）

▼
定
員

50
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
無
料

※
昼
食
は
各
自
用
意

▼
持
ち
物

雨
具
、
筆
記
用
具
　
▼

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

11
月
15

日
（水）
ま
で
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

行
田
県
土
整
備
事
務
所
技
術
管
理
担

当
へ

５
５
４
―
５
２
１
１
　
Ｆ
Ａ

Ｘ
５
５
４
―
５
２
１
６
（
受
付
午
前

９
時
〜
午
後
４
時
）

▼
日
時

11
月
18
日
（土）
午
後
２
時
〜

４
時
30
分
　
▼
場
所

熊
谷
市
文
化

セ
ン
タ
ー
　
▼
内
容

体
験
型
学
習

会
、
Ｃ
Ａ
Ｐ
「
子
ど
も
へ
の
暴
力
防

止
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
大
人
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
）

▼
費
用
無
料
　
▼
定
員

５
０
０
人
（
先
着
順
）

▼
申
し
込

み
・
問
い
合
わ
せ

氏
名
、
住
所
、

電
話
番
号
、
保
育
希
望
の
場
合
は
子

供
の
名
前
、
年
齢
、
手
話
通
訳
の
希

望
が
あ
る
場
合
は
そ
の
旨
を
明
記
の

う
え
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル

で
埼
玉
県
こ
ど
も
安
全
課
へ
。
※
定

員
を
超
え
、
参
加
不
可
の
場
合
の
み

連
絡
あ
り
。

０
４
８
―
８
３
０
―

３
３
４
５
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
８
―
８
３

０
―
４
７
８
７
　
Ｅ
メ
ー
ルa3

3
4

0
-0
2
@
pref.saitam

a.lg
.jp

▼
日
時

12
月
３
日
（日）
午
前
９
時
20

分
〜
10
時
30
分
　
▼
集
合
場
所

西

善
院
前
（
馬
見
塚
）
▼
内
容

星
川

の
清
掃
活
動
、
キ
タ
ミ
ソ
ウ
自
生
地

の
観
察
会
　
▼
主
催

星
川
の
自
然

と
キ
タ
ミ
ソ
ウ
を
守
る
会
、
行
田
ナ

チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
　
▼

対
象

小
学
生
以
上
の
方
（
小
学
生
は

保
護
者
同
伴
）
▼
参
加
無
料
　
▼
そ

の
他

長
靴
で
汚
れ
て
も
よ
い
服
装

で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
　
▼
問
い
合

わ
せ

同
会
事
務
局
松
村
宅

５
５

９
―
３
０
１
０
、
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

代
表
橋
本
宅

５
５
３
―
３
１
１
３

フ
ラ
イ
ハ
イ
ト
合
唱
団

第
４
回
第
九
演
奏
会

行
田
女
声
合
唱
団
演
奏
会
　

２
０
０
６
花
に
寄
せ
て

ひ
き
こ
も
り
講
演
会

行田市の人口と世帯　　　　人口８８,３９０人　男４４,００８人　女４４,３８２人　世帯数３１,８０６世帯
（平成１８年１０月１日現在） ９月中の異動　出生５５人　転入等１５２人　死亡５８人　転出等２２８人

子
育
て
談
話
室
　

た
ん
ぽ
ぽ

浮
き
城
の
ま
ち
　

行
田
の
道
探
検
隊

〜
城
・
足
袋
蔵
・
古
墳
　

歴
史
の
回
廊
を
訪
ね
て
〜

子
供
を
虐
待
か
ら
守
る

地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム

星
川
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
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▼
日
時

12
月
16
日
（土）
【
１
回
目
】

午
前
10
時
〜
正
午
【
２
回
目
】
午

後
２
時
〜
４
時
　
▼
場
所

産
業

文
化
会
館
Ｂ
１
創
作
室
　
▼
内
容

ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー
の
作
製
・

講
習
　
▼
対
象
　
成
人
　
▼
定
員

各
10
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費

２
千
円
（
材
料
・
保
険
料
含
む
）

▼
申
し
込
み

11
月
19
日
（日）
午
前

９
時
か
ら
同
館
窓
口
に
て
（
電
話

受
け
付
け
は
、
翌
日
の
午
前
９
時

〜
）

▼
日
時

12
月
２
日
（土）
午
後
１
時

〜
４
時
　
▼
場
所

古
代
蓮
会
館

研
修
工
作
室
　
▼
内
容

香
り
を

楽
し
め
る
素
材
を
使
用
し
た
ク
リ

ス
マ
ス
リ
ー
ス
を
製
作
し
ま
す
。

※
若
干
の
変
更
の
場
合
あ
り
　
▼

講
師

テ
ク
ノ
・
ホ
ル
テ
ィ
園
芸

専
門
学
校
教
員
　
▼
対
象

成
人

▼
定
員
　
30
人
（
先
着
順
）

▼
参

加
費

３
千
円
（
保
険
料
・
材
料

代
）

▼
申
し
込
み
　
11
月
18
日
（土）

午
前
９
時
か
ら
同
館
窓
口
へ
参
加

費
を
添
え
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

12
月
23
日
（土）
午
後
１
時

〜
４
時
　
▼
場
所

古
代
蓮
会
館

研
修
工
作
室
　
▼
内
容

縁
起
物

の
松
竹
梅
を
素
材
と
し
た
寄
せ
植

え
を
つ
く
り
ま
す
。
※
若
干
の
変

更
の
場
合
あ
り
　
▼
講
師

テ
ク

ノ
・
ホ
ル
テ
ィ
園
芸
専
門
学
校
教

員
　
▼
対
象

成
人
　
▼
定
員

30
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
４

千
円
（
保
険
料
・
材
料
代
）

▼
申

し
込
み

11
月
25
日
（土）
午
前
９
時

か
ら
同
館
窓
口
へ
参
加
費
を
添
え

て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、

原
則
と
し
て
一
人
に
つ
き
一
人
分

の
申
し
込
み
と
な
り
ま
す
。

▼
日
時

平
成
19
年
３
月
３

日
（土）
【
１
回
目
】
午
前
10
時

30
分
開
演
　
【
２
回
目
】
午

後
２
時
開
演

▼
場
所

産

業
文
化
会
館
ホ
ー
ル
　
▼
入

場
料

全
席
指
定
１
千
５
０

０
円
　
▼
前
売
り
開
始
・
チ

ケ
ッ
ト
取
り
扱
い

12
月
３

日
（日）
午
前
９
時
か
ら
産
業
文
化
会

館
ほ
か
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
に
て
発

売
（
電
話
受
け
付
け
は
、
翌
日
の

午
前
９
時
〜
）

行田市産業・文化・ 
スポーツいきいき財団 

（財） 

産業文化会館 商工センター 古代蓮会館  グリーンアリーナ 

申し込み・問い合わせ 

http://www.ikiiki-zaidan.or.jp/index.html

さ
ん
ぶ
ん
小
物
教
室
　

広告

松
竹
梅
の
寄
せ
植
え

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス

の
製
作

固定資産税・都市計画税・・４期　　介護保険料・・・・・・・・５期
国民健康保険税・・・・・・５期　　納期限・・・・１１月３０日（木）

今月の納税

こ
ど
も
ち
ゃ
れ
ん
じ

フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ア
タ
ー
　

し
ま
じ
ろ
う
ふ
し
ぎ
な
も
り
の

も
の
が
た
り
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スイートポテト

栄養成分（1個分）
エネルギー116kcal たんぱく質1.2g 脂質3.1g
炭水化物21.0g ビタミンＣ14.5mg 食物繊維1.2g

加須保健所管内行田分室地域活動栄養士会

…食物繊維たっぷり…

ぎょうだ 

神
様
に
な
っ
た
藩
祖
阿
部
忠
秋
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作り方
①サツマ芋は皮をむいて2cmくらいの輪切りにして、流水によくさらして
アクを抜き、軟らかくゆでて、水気を切ります。
②①を熱いうちにつぶし、Ａを加え全体がぽってりとなめらかになるまで弱
火で練る。火を止めてバニラエッセンスを2～3滴加え、混ぜ合わせます。
③アルミカップに②を盛り付け、その上にＢをはけで塗ります。
④180℃に温めたオーブンで焦げ目が付くくらい焼きます。
オーブントースターでも手軽にできます。

材料（8個分）
サツマ芋…450g（正味400g） バニラエッセンス…少々　
Ａ【砂糖…40g バター…20g 牛乳…40g】 Ｂ【卵黄…1/2個　水…小さじ2】

故
人
の
功
績
を
た
た
え
る
と
と
も
に
、
後
継
者

た
ち
が
今
後
の
安
穏
や
繁
栄
を
祈
る
た
め
、
神
様

と
し
て
神
社
に
祀ま
つ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
江
戸
時

代
に
建
立
さ
れ
た
神
社
の
中
で
、
故
人
を
祀
っ
た

最
大
の
神
社
は
日
光
東
照
宮
で
す
。
江
戸
幕
府
の

創
業
者
徳
川
家
康
を
祀
る
た
め
、
関
東
の
惣
鎮
守

と
な
る
べ
く
建
立
さ
れ
た
日
光
東
照
宮
は
幕
府
権

威
の
象
徴
で
あ
る
と
と
も
に
、
幕
藩
体
制
の
精
神

的
な
支
え
と
も
な
っ
て
い
ま
し
た
。

忍
藩
主
阿
部
家
の
創
業
者
で
あ
る
阿
部
忠
秋
も

神
様
と
し
て
祀
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
天

明
３
年
（
１
７
８
３
）、
藩
主
阿
部
正
敏
は
江
戸
麻

布
屋
敷
内
に
忠
秋
の
父
忠

吉
を
祀
る
宮
を
建
立
し
、

同
５
年
４
月
に
は
忍
城
二

の
丸
内
に
忠
秋
を
祀
る
宮

を
建
立
し
ま
し
た
。
こ
れ

に
合
わ
せ
て
忠
秋
が
着
用

し
た
鎧
よ
ろ
い

を
江
戸
藩
邸
か
ら

忍
城
に
運
び
入
れ
ま
し
た
。

江
戸
か
ら
の
行
程
に
は
警

護
の
藩
士
が
付
き
添
い
、

鎧
が
通
る
城
内
の
道
筋
は

掃
き
清
め
ら
れ
、
大
手
門

を
は
じ
め
鎧
が
通
る
諸
門

の
番
人
は
袴
は
か
ま

を
着
用
す
る
な
ど
、
藩
祖
の
鎧
を
迎

え
る
に
あ
た
り
手
厚
い
対
応
が
と
ら
れ
ま
し
た
。

鎧
は
い
っ
た
ん
二
の
丸
御
殿
内
に
安
置
さ
れ
た
後
、

忠
秋
の
御
宮
に
運
ば
れ
た
の
で
、
御
神
体
の
代
わ

り
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
忠
秋
の
神
号

は
貞
徳
霊
神
と
名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
と
き
、

藩
主
正
敏
は
大
坂
城
代
と
し
て
赴
任
し
て
お
り
国

元
に
は
不
在
で
し
た
が
、
御
宮
建
立
と
遷
宮
が
無

事
に
済
ん
だ
こ
と
を
知
る
と
祝
い
金
を
家
臣
へ
配

り
ま
し
た
。
ま
た
、
写
真
の
よ
う
に
貞
徳
霊
神
の

別
当
寺
を
長
野
村
の
長
久
寺
に
命
じ
、
役
料
と
し

て
同
寺
に
十
人
扶
持
を
与
え
ま
し
た
。
文
書
の
発

給
者
の
平
田
弾
右
衛
門
・
加
藤
三
右

衛
門
・
冨
加
須
庄
兵
衛
は
藩
の
家
老

で
す
。

藩
祖
や
創
業
者
の
功
績
を
顕
彰
す

る
こ
と
は
、
各
大
名
家
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
そ
の
目
的
は
種
々
考
え
ら
れ

ま
す
が
、
厳
し
い
藩
政
運
営
が
続
く

中
で
、
藩
祖
を
顕
彰
す
る
こ
と
に
よ

り
、
領
主
と
し
て
の
支
配
の
正
当
性

を
示
す
意
味
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

（
郷
土
博
物
館
　
鈴
木
紀
三
雄
）

貞徳霊神別当職任命状（長久寺所蔵）

サツマ芋は中央アメリカが原産地で、薩摩の国にもたらされたのが名前の
由来です。サツマ芋に含まれるビタミンＣは、でんぷんに守られているため
加熱調理しても約6割が壊されずに残ります。また、水に溶けない食物繊維が
多く、大腸の働きを活発にし、便秘の解消にも効果があります。これから旬
をむかえ、お菓子や料理にもＯＫのすぐれものです。


